
， 

3土機

泌物のなかで，晶も多くをしめるのは土器であって，土繍溝井戸整地土から大量に出

土した。とくに土師保が多(，須恵器との割合は，およそ 3 2である。ほかに，施軌陶烈が

的10個体分ある。こ ζでは縮、伯研究をすすめるうえで.RlTな一括皆料を，量点的にとりあ E般の方針

・げる。輯~"陶器， 副.!II害警 ・ 晶画土器，坦暫剖画土保および級輸については舗をあらため a。

• 

大別名体 .再 "1:: /~

平掠宮 l A.D.710 

平按宮目 725 

平城宮凶 7r，o 
平担武官W 765 

平民宮V 780 

平域宮川 日開

平按宮刊 825 

Tab. " 平域1富士訴の大~"

の右無 ・範凶を検討すると!

本線告では，平且宮町土掛を 7陸間に大別し. :>j!.h武官 1-vu 

と仮称ヲ Q(Tab.4)。 乙札にかんしては， 考出 (pp. 139)を

" 彩照されたも、。 土慌の成形 制監の技法については!基本的に

" は，従米の分間 .JlI訟に準処したが， 補正したものもあるの

で，あらかじめかかげておきたし、oi師総の杯・肌 ・腕など世

い器畿は，成ffj後， 底部円前 ・11縁部内外面に「よこなで」を

〈わえるのがつねである。しかし.Iヘフ磨きJ. ，へラ削り」

若干の唖却を区別できる。まず底部外面を11lJることなし成形時

の凹凸をそのままのこす(.予法).底部外出をヘヲ削りして平らにする (b手法).底部から IJ a-c手法

" ・ 韓部上端まで外国の企副をヘラ削りする(，手法〕 を'K別ずる。このう ち a手法による大多散

の土器iの底部外面と.b手法による土器のうち，底部外面の削りが不敵底なものとには，木ノ
‘〉
築 指頭の庄痕がの乙っている。 っさに視点をかえて，ヘヲ踏ぎをまった くほどζさない(0手 0-'手法

U>l.口躍部外面をヘラ陪きする μ 手法).底部外聞をへラ蝉きするけ手法).ロ韓師匠部外

" 耐の企画をへラ磨きする(3予法〉を区別す否。こうして， a-C，O--3のそれぞれを組み合す

- ζとによって，ao • a， ・a..a.. bo' b，. h.. b，. Co -C，. c，・'.の，計12の手法を区別してお〈。

土師器の停血1・商事不には1 附文をもっιのがある。z唖矧の崎文を組み合せてもちい.J(f. ，費 支

間内面に叫臨暗主，口縁部内閣に料以M陥文をそれぞれほどこす主例が大多数をしめている5。

り 従来，盤形とよんだ6のを調鐙とよぷ.

2) r平成官級告 n ~ pp. 63，91， PL.52， r平以
官報告fIJ pp. 240 

3) a'b.cは別個の予法というより""しろ

相聞週したー述のものであって.子訟で作っ

た仁::の底部を削。たものがb手法 さらに削

りがn縁部にまでおよんだものがC手法と組解

している.a b Cをまとめて木ノ業予法の

名弥があ苔.川中ぼ[古代中jltにおけるすエ

ゴ震の発達一畿内J(r日本の考古学J¥'1 峰山身
代(上)1967年 pp.1910 

の ここであっかフ木ノ繋の圧烈は，純父土総

弥生土梼古墳時代土師器の底にみられるもの

とはちがう ott Iに，袋脈の細部が印されてい

ない.ζれはf習いた袋め種煩のZ~に よ るものか

6知れな』、.第2に円旧のゐる不調盤の底州を

みると，その凹んだ部分にお%、ても葉脈の正使

が伯えておら れ他の笥lう?と向じ状況で巡り叙し

ていることが多い.節3にI 鉢の底部の l例

では葉脈のLEfi証li.平らな陸部のみでな(.制

的!して立ちあがるu録下結部まで 3cmI.i:ど辿

航してのこっているo~ 2. m3 の事実は平ら

な旭耐や台の上に木ノ業をま設さ，これに粘土を

おしつけただけでは生じがたい.成形した土艇

を木ノ会をつけたままの状況でTにとりあげ

て，調整をすすめた過程に生じたものであろう.

5) ここで企而というのはa範聞をしめすのであ

って a ヘヲ胤きによって全両を泌勺ているとい

う意味では令いーヘラ肝きの線は，密銭に重ね

ずに線と線とが広い間隔をおくことも多b、.

6) 斜線併から成る陥文.正しい欽射線の一部を

なすものは正敏射附文とよぷ.
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本文中で，たんに陪文と記述する場合は，この両描組み合せのものをさ Lている。組理械の技

法では，ロクロの回転を利胤した「ログロなで」と，回転運動と無凶係な Io:で」とを区別し

ておきたも、。 土器の器畠の呼称ι 従来の6のとかえたものがある。 各器種は.Iei初にあらわ

れる個所で説明l.曲名した探種は1 旧称と対比した。別表6をあわせて参照されたも、。

川

Fe
av〆半比政川

円倒揚鍋土

27) 101 6.2)23.1 

32 7.3 

食杯B蓋皿身 3令

15 

村c， 75 i7‘I 

倒A{: 1.813.6 93.4 4凹
腕C 20 4.6 

腕D 16 3.7 

4B 5.2 

混血 8{~ 1.' 

nnc 2 0.5 

鉢B 4 0.9 

向初'A 0.2 

1.9 
盤B 0.5 

'l1i !!A 
修制(↓ 0.9 

4.5 

嬰C 0.2 
JL聾X 0.2 

そ
の他 大型蓋 0.2 

E十 430 "臥O
持B 且B 壷Aは"と身とからなヲてLるので

集;:tにあたってa..蕊身の悩体数を合計せFい
ずれかその多〈出土してLるものの方の政を係る.

土 師~; ~i 恕器 ~ ~ 

食 器 4附 (10.0) 175 (30.0) 58" 
〈珂，自) 〈骨2.6) 〈由3.3)

貯蔵総 l 8(揖..， 14，日..， 22 
(L8】 (7.4) E乱事〉

煮炊J!:I 2{)日開..】 。 20 
(4.6) (3.2) 

H 437 (回目〉 109 (30.2) 626 

"叩"'ω
Tab. 5 SKs201il土土器の構成
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C下別倒休数
須恵器

皿 そ偉の
個体政(比率%)

E 

8 
1 3 

， ， 9 

E且 2 

杯An， i 71 
(37.6) 

m. 
1: 7 5 m， 

食 w 13 2 

， { 遊身
IB 6 2 3 

6 
32 

14 2 3 

n {身
2 

? 4 

8 2 l 4 

. {~ 8 4 
12 

2 3 

v{ 身滋 5 5 '75 3 
(92.6) 

ffc 2 2(1.1) 

係E 3 3(1.6) 

皿A 1 1(0.5) 

8 1 
14 

"" s i n { 盟舟部
4 3 3 

2{) 

3 1 l :; ( (JO咽6)

也よ m {身 l 
1 

誼

6 

i 
7(3.7) 

純AC i 

2 3(1.6) 

鉢A 1 2(1.1) 

壷E l 

宝n
貯藍N

平版

水旗

組その他D壷 3 1) l 14 

務A
盛B

器<l!c 2 I (6('.2) 
建X 1 

計 I曲 .0
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• 

A SK820出土土保 (PL.45-珂 ・描~卦 62，Fig.35. Tab.5.6) 

東区西北1問 (GAAB区U地区548地l引 の土lldlSK8却から1ご1:師器438個体以上(約70%)， ::i;~ 

恕器189個体以上(釣305'，0が出土した。保存i叫Tで， 1千以宵llUの傑市首判である。

土 f叩器 (PL.45-4(; 珂， Tab. [) . 6) 

• SK820出土の土師器には，杯八，杯B.fFC，腕A，師C，腕D，illlA， IJJlIL iIIlC.鉢Il， 磁覆の携成

杯B・皿Bの蓋， Z耳杯A....::;:.1¥.. ~A蓋， 亜 B ，型A-誕C ， 型X，把手付布孔大型蓋の器曲があ

る。 これらのうち。大多散を占めるのは，界.llilなEの出も、総領である(Tab.5)。これら捜し、

探輔の大多量!および杯B 出IIIの藍 地(Aなどの目的土は，砂粒をほとんどふくまなも、。色聞

は白みがかった淡補色ないし灰白巴のものが腔乙多<.灰似巴のものがこれにつぎj 品総色の

事もの乙少散あo。概して前2:1.;'は匝<.能者は聯;買である。これに対して!同C，鉢，および

型類の肋土は砂粒を多〈合み，医~茶褐色のものが多u、。

H-a 杯A (PL. 4ト 1-3，14-24' 35 . 33. :{9) 広〈平らな底部と，斜め上にひらくロ縁部 杯 A 

とからなる。 101個体ある。ロ録部には.An予rm.s形態の 2副知が区別できる。 A形態の断而
形{ま，口融制l下半が内問，上半がわずかに外円する弧をえが〈ものであって!日韓端部が内冊

・にまるく肥川するこ とも特世的である(l-3.I4-17'2tr、24.38四h B形周の断而IDf.:L全体が円

叫する彊をえがき，ロ輯端部内肥厚が小さ〈目だたないιのである (18'19)0A形態の口躍部を

もつものが大多量を占める。折、八は1大きさによって，何;.1¥.¥(1-3， PL， 5チ-23;I-J径19.8cm，

nさ5.2rm)・杯AIl(14-19，3.'1; n従19.9Cm，ぃ月さ4.0cm)・停A川 (20-24.38'39， PL. 58-4 j n 
iを17.2cm，;rsさ3.4cm)にわけることができ，それぞれ42.27'32個体ある。 ιの3者には，形

・態 ー調盤手法にも泣いがあり，杯八 Iがすべて八形態のロ縁部をもち，a.手法によっているの

に対して，停An・杯AIIJには A静躍のほか，ll形態の口融部をもっιのがあり!また杯1¥11

には，:10':1， ' bo • b，・ b，. c，・"の?手法停Aillには， <10・:1，. :1， . bo • b，・b，・'.の7手

佳がみとめられる (Tab.6)。また，杯Alでは，陪文をもつものが2飽体で，企体内 5克にも

たつしないのに珂して，杯AIIでは21個体 (77克)，杯八聞では29個体 (91%)に陪文があ Q。

粛なおj 明院主と料放斜文とから成る通常の附文に加えて，ロ緑端部内面に連弧文をほどこすも

のが，杯An 杯A聞に 1倒ずつある。このほか注立をひくものとしては，庇郊に粘土組の合

せ目をとどめるもの，水車圧叫 ・刷毛目状庄痕をあわせもつ6のがある。説書土器告は 3倒ある

(PL. 58--1， 5チー23)。これについては別にとりあげ答。

H-b 杯s(6.7) 'VJJ，tと刺め上に問1< rJ縁部とから令札口台をそなえる。 3例体あ 杯 B 

・ る。 大きさと帯感と仁よって，杯BI(6jLII正23.2cm，向さ復原 6Cm)と， 杯BIlI(7 ; uf~ 

17，Ocm，向さ3.8cm)に区別す否。綜BIは，ロ結部が長<. 深い形盟をそなえ"干法によ

っている。 杯UlTIはB形態の口縁部をも ち，b，宇佐によっている。 内而に斜放射陥文がゐる。

H-c  杯C(36-37， PI 崎 一.3.8， 59-17-26) 小さな千底，あるL、は九底と斜め iにひら 杯 c 
8) 9) 

〈口縁部とをそなえ，口融部備自Iが内閣することを特慣としている。 75個体ある。大きさによ

7) 測定可惚なものの平均f仏以下同級.

8) 円縁部地問・尚台の脚の端而が.内側に尚〈

外側iこ低いも のを外傾， 内側に低〈外側に~.~~ 、

ものを内簡とそ"ぞれよぴわける。
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って杯C 1とする(口径 17.8cm，商さ 3.3cm)o<10' a， . a J • a. . bo . b，. b.手法から成り，螺

旋 朝方射時文をもつものと，乙れをもたぬものとがある。墨書士号告は 5問あ6。

機 A H-d 楠A (8-1I，PL. 59← 25) 丸底に近~"J、さな平底と内湾する弧をえがし、て，制め上

に大き〈聞く口融市とからなり 底部から口融部への移行は漸進的である。ロ羅部には，端部

がまる〈おわるもの(Il • 10. 11)と，内閣するもの(9)とがあるo16個体あり ，大きさによって， 命

腕A1 (8' 9; nI}18.7cm， r.5さ5.7cm)・随ATI(1O.11;nfU6.8εm，高さ毛6<m)にわけ答。そ
れぞれ8桐体ずつある。前新においては，主として <10 • c.手法をもちいていQのに対して，

0 2 3 不明

a 121陣4.n 12(4. j) 2(0.8)民¥.2) 24(g.3) 1253 
〈凪 8) ( ~O.O ) 侃 "α:3. 1)泊.6) I (お】〉

bl蜘"，加の '0防当印刷吋 67
(11幻(5.¥.3) (33.ヨ) ，乱。，，，.の I(J9.8) 
cl 7(50.ω 2Wぉ o 5品ゎ o I 14 
1 ~" 何ι7) (:批的 I ( 4.1) 

[259 30 3 13 3令 I339 
I (7-を;.4) (8.8)ω 9) (3.8)αaω 1α。'"ラ
TlIb. 6 S K820tC土土師器の手法

佳者は太多置がすへて Q 手法によっている。なお，ロ縁部外面のヘラ磨きは，4由にわけて!

器而を4角田にめぐるものであってj 底部外而のへラ麿きは i方向をとっている。また，ヘラ

削りの方向は，ロ縁部にほII平行している。品書土禄は腕、 Iに l倒 (PL 日-25)ある。

H- e 闘C(40.41. PL.5ト 7) 丸底に近い平氏と内野する弧をえ州、て立つ口縁部とか

らなる(口径四 2em，r.~ さ 4 . Ocm)o 20悩体ある。内聞するロ縁部端面をもつものが多し、。 e
問〉

手法によっており， 口器部上初の外聞を幅せま〈よιなでし，その下はE苛外而にし、たるま

器舗 手法10J'1' 3 
不明

a 8 2 .0 

杯
b 8 5 .4 

E 
C 2 

不明 I 

A 
a 9 5 15 

目 b 6 7 2 16 

c l 

杯 c 

一行B m b 2 

相:
a 60 4 66 

b 4 2 8 

C 
不明

続 C 

9) 従来の皿A' 周のフち，n録制端面内側のも

の (1￥波宮報告 UJ PL. "シー.214，r.y.敏官報
告¥tJPL. 5ト 19)を怖CとiI<恥

10)内而企画と口縁部上越近〈の外商のせまい範
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器組 |手法L，，-JlI ' I 3 I不明|合計

皿 1• 

，，~ I '1 I I 1， I : 
a 

3 " 
5 

9 1 • 
A 

b 
4 E 

不明 3 3 

a 

4
-
1

5

2

 

刊
以

4 

院 11 
c 

a 

A I 11 I '1 4 
不明 2 

• 

図とを強〈 ヨコナデし，以下を不調盤のままに

しながら底部外面に本ノ案反艇をとどめないも

のであ盈 (1平波芳純告rIJ p. 25)0 今回の分

頬では'.に腐す6が e手uの名を使う.



. 

で，不調整のままのこ してい否。 底部外国に!粘土紐の接吉目 をとどめるものがあり，また，

ょこなで仁もちいたとみられ否布の圧血をとどめるものもある。 1人事Jt記した!H!土爆が

i倒 (PL.58--7)ある。

H-r  簡D (12.13) 嗣Aをやや世〈した形態であ石 (n径 17.6cm，高さ4，Ocm)o16個体 挽

・あるロロ蒔端部がまる〈おわるもの (13)が大多数を占めており，内阻する端l薗をもつもの

(12)は 1側にすぎなむ、。蝿Cと同躍 c手法を特置とし，これには，嗣せまいよこなでの下

を不調整のままのこすもの， ヘラ削りするもの，ヘヲ削りの能ヘラ陪きを加えるもの，の3租

顛があり，ヘヲ削りするものがEも多b、。

D 

H-g 血八 (31-34，PL， 57-] . 2， 58-5. 5今一13. 21 . 24 . 28) 広い平らな底部と斜め上 皿 A 

- にひらく士証炉口融部と をそ仕える。 151例体ある。口縁部には，さきに杯Aにみたと同線.A

形f~ (32)・B形態 (34)の 2輔顛がああ。大き主によって， 皿八円31~34 ， 円 57-] .2. 

58-5， 59-21 . 24 . 26 ;門係22.5cm，川さ3.Or;m)• L!↓1.'¥ 11 (PL.59ー13j n作 18.3cm，j'i;Jさ2.llcm)

にわける。皿AIは 133個体ある。 日韓部にはA・B両形態がある。詞柊手法には.a・・b.

b， . c.の4手法がみとめられ，このフち'.予怯が大多散を市めており c.子陸は l倒のみで

・ある。手法の曲加はロ将fjf，C)1別居と関辿をもたなL、。しかし 陥文の有無は口融却の形盟と無

縁ではなしも っぱらA形態のn縁部をもっ肌にみられる。血lATIは21個体あ否。このフち，

A形照の口躍部をもつものは15例あり，いずれもB陪盟をもつものに比較して法量が小さも、。

aD • :t， . bo • b，の 4手法がみられi 判定可能な11嗣体すへてに陥文がある。 L、つぽフ B暗躍の

n輯部をもつものは，いずれも h 手法によっており，崎文をもっ。且3土保は皿A1に7間

*' (PL， 57-1-2， 50-5-6. 5少-2]. 24 . 28) ， ImA nに5例 (PL，59-13)ある。

H-h  /1llB (30) 凪IAIこ向台を付けた依種である。蓋と1HIになる。 i個体あり， 大き 皿

主によって，皿BI(30; n怪30.9cm，高さ 2.9cm)とよぶ。 A形態の円輯部をもち.b.手法に

よっており， 明暗主刺放射附士があ否。

H-j 皿C(42.43 j nB~. 11.1 cm ， 高さ 2.5cm) 小さな皿である。附文はいっさいなも、。 皿

* H- j 韮 (25-29) 平らなm部と 1 なだらかに円曲する縁部からなる。頂部外両のヘラ 査

醇き1'.まず相対する 2辺に，平行直線をa:，'に重ねたのち!他の2辺におよぶものであって，

つまみを中心として，方酵を形成してい益。緑部外而には，これと別に，縁部の円周にそって

ヘラ聴きを加えている。 なお，つまみ上而 岡部門雨にも臨旋暗文をほどこすものがある。大

きさからみて，illLBl蓋 (29)・ 何~ B Bí定 (26) と 想定で きるものがある。しか し. i也の器極と組み

・合う可能性もある。

B 

c 

H-k 鉢s(1' 5， PL， 59'-11) 丸底に近い平Eと内田しながらひらくロ揖叩とを もち，鉢 B 
u， 

半球状を呈す{， (nu'::19.]cm，刊さ 7.9cm)o 4個体ある。 口縁端却を内側に，わずかに肥仰さ

せたものが多b、。砂粒を多量にふ〈んでいる。 h子法によっており，木葉町圧棋をとどめるも

のが i剖ある。 また，外而の広範囲に慌が付罰しているものが過半数を占めておりj それがー

・部，円而におよんでいるものもある。「日等Jと記した車内士宮告がl冊ある (PL.59--tl)o 

11) この器照は今而lrr川1である.f'I'.えゴ報告rv.1 
で鉢Bとよんだもの CI.. jp. 26， Pし38--“〕

は鉢Aとし.f平減符報告¥1Jでf被告したSD

485 1\ \ . 1 の土附 i~で鉢 ß (HWでは納B)とよ

んだものは，鉢Cとよびかえ忍.なお.I日鉢A

(fギ峻寓縄自 111PL...か-238)は鉢Eとする.
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高杯 A H~ I 高停A 多角形に面取りした脚部の上L 水平にひらく杯部をのせる日停であるロ

杯部の匝月十が 1剖あるのみである。内面の口臨部上端には斜肱射暗主がある。外国にはp 線状

のへヲ貯きがみとめられる。

11 A }{~In 旺 A (45) やや日平な器体と，短〈立ち上る広い口間部とからなり，相対する2方
ゃうζ'"

の固に把手をつける，いわゆ各業置とよば札る土器である。全体がわかる探聞は小型MI(拍， 傘

口径8.8cm，山さ7.4cm)であω。なおこのほかに，やはり小型品の口縁部政)1'1 ，大型品の把

手厳)1-1，底部破対 3があ6。
ヨl A 董 H-n 宜A蓋〈併〉 水平な頂部から知山してたれさが否綾部をもっ小型の韮(ロ世 11.2

cm)である。頂部外而には，体 ・皿の謹と同様，方形のヘラ磨きをほどこLており，内而に

は，朗旋附文がある。

壷 IJ }{~ O 置B (46，"7) 凪平な器体に恒〈外巨する口融部をつけた，広口の土器である。

要 A H~ p 型八 (PL.4←51-54 日) 球陪に近い器体と，強〈外反するロ障部とからなる広
ロの土器である。 大きさによって，鵜A1 (51; J...ljJ.36cm，苅さ3lcm) 組AII(56;口筏26cm，

向き26cm)・盟Aill(51; n何割)cm，刊さ19cm) 聾ATV(53 j口径17cm，認さ16cm)・!!I!̂V (52; 

4与

口径15<;10，~宅さ 13cm) にわける。{，宇部外聞をハケメで調整する ， {，宇都内耐はなでて調教するも 牟

のが大多数であり，ハケメをつけるものはきわめて少なし、。

!! s H~q 盟B(49'50'55) 聾Aとほぼ同じ形態をもち，相対する 2方の肩に把手をつけた

ものである。把子は，平田2等辺三向野〈低辺高さ勾2: 1)の踊平なもので，上方におりま

げている。大きさによって，袈BI(49.5Q;n係26Cm，j'."~さ 25cm) と型BIII (55; J...l筏2Ocm，iL~ 

さ15cm)とにわける。

瑳 C H~r 聾CげL.5か-57) 曲部でややしまる，長手話L庇の器体に，斜め上にひらくロ縁部

をつける。 n韓部町内外をよこなでし，休部の内外面は，ともに庇栂冊から口轟部側にむかつ

てハケメをつけており!外市の下半ば!ζれと逝方向jにヘラ削りしている。底部は火熱によっ

て赤査しており，上半には煤が付着してい6。

E・

建 X H- s 聾X(PL 日ト 58) わずかに上にひろがる筒状の器体に，斜め上にひらくロ輯部を ・

杷手付 双
孔大型董

つけたものであるo 口綾部の内外をよこなでしており，体郊外面には，あらいハケメをつけ，

底部付近はヘラ削りしている。内面の調拙iま不十分であって，左回りに蜘臨状に組みあげた粘

土紐の合わせ日がのこっている。胎土は砂駐をふくむ黄白色である。用途は不明だが匝りに盛

としてあつかっておく(円筏B.()cm，河さ1.¥01)(別()cm)o 11国体ある。

H-t 把下付jI(孔大型斑 (PL."ト48) 探い笠形の大型土需である〈円径48.OCm 町さ18.5* 

，ru)。頂部に半埠状の把手をつけ，把手のま軸に直吏する 2方向の， 頂部中炎からやや下った

と乙ろに，円孔(径 5cm)をあける。頂却の外両と内面上半とをハケメで仕上げ，内耐ド半を

ヨコナデしτいる。 この穏を何にかぶせたかは確められ伝b、。火炉の盟とするのιl案である。

12) r平成宮秘伝IIJでヨxAとした鉄鉢形の土松
(同 p.66， PL. 4テー.237)は鉢At改祢し，

r平総官報告¥"ljで壷Aとよんどもの〈同 P
56， I'L肝犯9)は，俳Dと改紘ずる.

13) r-'fl減'8'線告NJで鉢Cとよんどもの(I'L

80 

3a~33) および 1平島実宮報告\l J で小塑位

鉢Cとよんだ6の(PL.57-77， PL.67-一日り

を盗Bと改称し，従来曹8とよんだもの<1平身長

官報告 UJ PL. 51-3岨〉を蜜Eと改祢ずる.

なお。1Ji1r沼侃名の対比iまJJIJ:t<6を怠附.

. 



11 須恵器 (PL.47-回. Fig ぉ， Tab.5) 

SK820出土の彊聴器には，杯A，Ifs， Ifll蓋，杯C，杯E，腕A，llllA.皿s，nnu葺，
皿C，鉢A，賢A議，査f..点L.宣N，平沼j，水瓶， 鎚A，盟11， 斑C，唖Xがあ否。

食 器 商 止に列挙した機種のうち，食容額，すなわち杯杯B蕊，皿・皿B蓋など，供

・眼用の浅い形』置の鰭瞳は。散が多(，色調 '賀位怯 ・形躍によって 1 識別可能な 3つの群に

属す，ものが多し、。そ ζで，これら3昨を!日)]. n. m昨とよぴわけ! この町に記述したの
ち 3群以外の食器商および，寵い肝躍のi*視をとりあげる。

項恵器第I昨土器は，骨灰色を呈する硬い質のものが多散を占める。ほかには，能成不良で須恵窃!I!
I幹土密

灰白色の，やや'"宮のものを恭平みるにすぎなも、。既成の際に， ワラをはさんで土器を宜ねた
o町'"'川噌

. ことによ つて'世mm幅の組以状:に黒rんfだJ'いわゆる火仰をもつものがある。胎土中に黒色物

賀町小粒〈段大Y<:3mm)をふ〈むものが少量ある。

摺 I群土器は， 3君干のヲち，世畳的に最も多〈の土器詩を包折しており，杯八，杯B，杯B謹，

M、C，皿^. Iill.B，血B鼓，皿Cなどの器曲がみとめられる。これらの土開li，右回りのロク
1.1) 

ロを用いて作ったものが大多数を占める。以下。器曲ごとに記述をすすめる。

'" SI-a 杯A (I'L. 47-20j.......220，I'L. 59-16.27) 平担な底部左胴上にまっすくのびるロ 杯

縁部とからなる。底部外面には，へラ切り叫，すなわち，ログロからヘヲで切り雌した痕跡を

とどめている。桂に乙れを千でなでつけたものが多いが，不敵民におわっている。 主としてロ

置によって，杯AI--AIVにわけるが，このフち，杯AI--A聞は，さらに様向によってそれぞれ

Z分できるので，杯1¥1-1 杯AI-2などとよびわけておく。こう Lて企体を，杯Al-1(201 

.. 202;口径19.5cm，向さ5.3cm)・杯 AI-2 (203-205; n世19.[cm，日さ3.9cm) 杯 A!l-1 (206， 

却"口径17.2cm，向さ4.7cm)・杯 AII-2 (口ffI7.Ocm，高さS.4cm)・何CADl-1 (208-211; n符

15.8cm，市さ4.3cm)・杯A回一2 ( 212~215; nl世14.1cm，両さ3.6cm)・杯AIV(216-220;円出11.5 

om，市さs似 m)にわける。

土器の口佳と商さとの割合をしめすために，高さ/日程x100を「在高指世」とよぴ，応Aの

・細別措輔の散値を比較すると，杯AI-l・綜AU-}・杯AIHではし、r札も27刷桂，また，事手A

1-2・杯 1̂1-2は20別桂をしめしl 口佳と向さとの比率をほla等Lくたも ったまま，大小の凶係

をも っている。 いつぽフ，折、AlJ-2 杯A田辺 '杯AIVの時前は! いずれも大差がなL、。ζれ

らは， もっぱら 11佳の大小関係にあるo ，慢の土器は綜A1J[に 2倒 (PL.5仏-16.27)ある。

SI-b 杯B (PL. 48-279 ....... 沼町 杯Aに向台をつけた形瞳をそなえ，蓋と i継になる。

-m台は， 外に力強く張り， 附而形が角直つ亡し、るo 脚端而には， 内航 (280)， 水3JL， 外聞
(281)の3唖知がある。また， 脚端面には， 平担なもののほかに，山田をなすものι多も、。

底部下面は1 ロタロで削った乙のと削っていない6のとがあF，後者には，ヘラ切り痕をとど
14 ) 多恵~~1I 群-1:$ 114個〈杯A44 杯B2.1

杯R益29'lliLB5.m1.n議4 岨A I.E比C7 )の

ロク ロ回医方向はj 右回り回倒 (90%)，左"'1

り7例(10%)，不明“個.こ九は主にへヲキリ

fRi:: rn り綱般にかんして制対した鮎~，である.

U~ 1 鮮~.地ではJ花形段附におけ a回転ブ)1 ")の判

〉出、むrかしいが 1 キ到した少数例では!ヘラ
キリ'"のしめす回転方向とー殺している.

1:')以r，~U.!!器の記述でと〈にこ とわらずに削
るという峨合は，ロタロ上で回転しながら附句

たιのを仰す.回転と無間係にヘラで削った場
合1:1"， ヘヲで削ったと，1!JHる。
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めている。ログロ削りの匝囲がE部下面にとどまらず，ロ縁部下端におよぶものもある。削り

の桂，回転を利用せずになでて仕上げるのをつねとする。大きさによって杯nl(279-却口

'" 1署19.9cm，尚さ6.Oem) 杯Bll(口径約18cm)・杯sm(282-担5;U径15.1cm，高d4.4cm)ー符B

IV (286 . 287 ; U径11.7cm，市さ4.()cm)・杯BV(21槌 2田;n f宅IO.()cm，nさ3.9c皿〉の5つに分

ける。 杯出・杯smの怪高措置は，ともに30前桂でほ恒等しし杯BJII・杯BVはj 器高に大・

韮な(，ロ怪のみが典る。

杯 B 11 SI-c  杯B革 (265-278，PL. 58-10， 59--22) 綜Bの畳は，平らな頂部および凪幽する韓

部とから成るA形盟のもの (265)と， 頂部がまる〈並陪を呈し， 暗部が屈曲しないB野患の

もの(叩〕が凹lできる;第I群の杯韮山形聞が大多量を占め，B静態比 杯BN 杯日

(n径) ， 

己主=三杢=-

;;n群

己主立

亡口 L一一一一 --~~ ， JlI' 
~霊望竺ヨ

節目郡

三副

d三主竺~

他

こロ 一Fig.35須恵器停Bの護身の対応

などの小型の杯葺に少量みるにすぎなも、。 A形曜の屈曲する韓部は下方にするどく突出してい・

る。つまみは日平でゐって，その上面の中央はわずかに3提出しており 周辺がやや〈日むもの

がある。頂部外商は，削った佳になでるものが多置を占め!ほかに，削ったままのもの，削ら

ずにヘラ回り叫をなでて刑したものが，それぞれ少量あ答。円而の中央に11，仕上げのナデが

16)杯B11は，今回の資料には見られなル、が 後

述ヂるようにこれに対応する廷があり，その査

にほ1Ilね鈍きによる身のJ"iU;みがあるので有在

82 

した ζとは切jらかであ(j(Fig. 35). 

17) さきにこのそれぞれを益t¥.iti:Bとよんだ

げ平成高槻侍 nJp.G7)。



みとめられるロ出 I群土怒の杯B蓋を，大きさによって。杯81量 (265-272，PL. 5争--9.22;

世20.9cm).停811蓋 (273;i歪18.4cm) 杯8111蓋 (274-276，PL. 58-JO; {f16.1cm)・綜BN蓋

(277 ;伐12.9cm) 杯BV蓋 (278;伐JO.9cm)にわける。これらはそれぞれ杯出-Vに対応する

(Fig田〉。なお，綜Bl-III'V蓋には，それぞれの身と重ね合せて酷成した際の叫跡をとど

・めたものがあり，身の口怪がわかるものが計12帥ある。よ唱力土栂が桁81越に 3問 (PL.59--9 

22)，杯sIII苗に 1例 (PL.58-10)ある。

SI-d 将~C (PL. 47-227. 228) 端が巷きこんでおわる口縁部。すなわち土帥器杯AのA 杯 C 

形態の口融市をそなえる停である。底部外而iれ、ずれもへらで回ったままである。

SI-e  IJIIA(221) 皿は，師平な底部に距いロ縁部をそなえた告す剖である。 llilAは!血の 皿 A 

・なかでは聞い形躍をもち，杯Aと1，政担の口極端部をそなえてい.0
SI-f 1m 13 (1'1. 時一293-2田) 皿Bはi 皿Aに出合をつけた形態をそなえ，藍と 1組に 皿 B 

なる。日台の断而形は向直っており l 脚端の帯状には，杯Bであげた3輔萌がいずれも存在す

る。底部外面は，すへて削って行上げている。外国周縁は。いずれも日台を付け各際になでて

い否。大きdによって，皿sltよぶ。盤:!t土器器が1削ある (PL.62-12)。

参 SI-g 血B韮 (2回-2盟〉 停B蓋左同開.A形盟，すなわちkTI1111する緑語習をもっ踊平な葺 皿 B 萱

である5。つまみが凪平で，その上而中央をわずかに日めている点ι杯B蓋に共通する。頂部
を揖部近〈まで削り，なでて仕上げている。内田中失には 仕上げナデがみとめられる。

SI-h  皿C (PL， 47-222-226) 苗い阻であるo口融端部がやや向彊っており，わずかに 血 C 

外方，または内方に提出するものが多し、。庇部外耐の中世にヘラキP痕をとどめるが，周縁

・はなでつけているものが多b、。径の大小によって.1且Cl(222-224 . 226 ; nii<. 20.8cm，両さ2.2

cm)'皿CU(225jロ律15.7cm，日さ1.9Cm)にわける。

罰車協出U!1'上部は，W.......世灰色を量L.硬質れやや耽Tiである。胎土にm色物質の粒子 須恵鰯第
E群土窃

(最大長 5mm)をふ〈むも町が大多数を占める。部 I併土保に〈らべて拙袋は.q哨}だが 削

った部分では m色物質の粒子が移動してくずれ，品でぼかしたよヲな状祝を旦す否。 AJがを
・ とどめ否ものも多知、。 杯A. 料、B. 杯B革j 杯日 J 腕t¥，1m B.肌 11能力、あり，ログロを右

に回して成形 ・調盟Lたものが多いが，左阿りのものが占める削合ば， ~q r.宇土録におけるよ

'" りも多し、。また。成形時 ・調整時でロ クロの回転方向が興るものもふくまれてL唱。

S Il-a 例~^ (PL， 47-229' 230 . 233 . 235) nll ~，土器;の停A と Jt鮫して冊両がやや尚 杯

い。口縁部とE却とを明瞭な詰瀧によって区別しており，底部外耐とそれに前<n最下端部と

・を削っている。ロ僅と市さとによって，杯A1(229'230; nffJ9.6cm，日d6.lcm)'杯1¥111(233; 

日係14.2cm，前さ5.3cm)・杯AIV(235;口径1I.1cm 刊さ4.0崎市)にわける。それぞれの制体置

は3・7・2制である。 口融部内面下半にカ4メ〈調艶ロクロの阿転を利JIIしにハケ...JIJ工具による

瓜〉をとどめるものがある〈幻 0)。墨113土保は綜A llI に j 例日WI土~138) ある。

Sll-b 係 B(I'L. 4ルー296-3凶) 形態は出I詐上仙の杯Bと大盤ないがl 器隔がやや日 杯

18) 節目郡上般の27側体〈料 A7備杯s4伯

杯B益4例杯E3例腕A3倒皿B蓋6例)

にかんして倹附したところ!成形i生附〈ナ";F)

間盤段附ともに布まわりのもの17倒1 ともに

た同りの4の5例，11~m段附;(í l!llり ， ;m住段階

ん阿リのもの5仰とな巴，ている.成形段階につ

いてイ'iln]り 1，;凹りを比較すると22例 (81)'$)

対 H~ (19.90')になる.
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ぃ。ただL口緑部端聞は，内恒，すなわち円側に下る斜而をなすものと，ほほ水平なものの2

唖知であって， ~J(llな外修l ， すなわち，外側に下否斜而をなすものはなb 、。底部下聞からロ縁

の下端部ないし下半出までを削っている。 削ったのちにブ デを加えていない点も)W 1群土器

と異なっている。現存するのは杯BI(口径 19.8cm，高さ6.5cm)円みである。しかし対応する革

(301 . 302)から，杯sIU(口怪約!5cm)の存在を想定できる。

杯 B 董 SII-c 杯 B童~ (301-跡。 B形!111，すなわち縁部が屈曲しない蓋である。つまみの帯状

は，罫I群土摺の杯B鼓のそれと大蓋なL、。韓部の端近〈までを削り，その上にナデを加えて

いないものもあ否。このほか内面中央をなでたものがある。杯sI蓋 (303'304;I1fUO.4cm) 

杯Bill蓋 (301. 302 ;円符16.3cm)にわけa。

司惨

杯 E S II← d 杯E (PL. 47-231 .232) 内円すo弧をえがきながら， 口縁部がわずかに斜め 牟

kにひらく静態をもち， 口鶴端面が内閣ずるζとを特置とする。器面はひじように平滑であっ

て， 底部外面からロ緑下端部1:~、たるまでていねいに削り， しかる，底部から口陪部への移行

部分をまる〈仕上げているロ 3個体ある〈ロ律 16.Gcm，高さ 5.1cm)。

皿 B SII-c  IDlB (PL. 48-3飽〉 高台をふくむ破片が l個体分ある。底部外而を削払底部外

面外周と口睦部をなでている。 大きさからffilBlとよぷCl:l径復原27cm，r.S さ j~原 5cm)o " 

" s 蓋 S11- f 皿B輩 (305-307) B形躍の却であって，日平なつまみの上而中うたがわずかに突

出する点も，杯B謹と共通する。頂部を品部近くまで削る。縁部円上面にカキメ(州 10m内外〉

をとどめoもの，円而のみをへラ磨きするもの〈叩7)がそれぞれ i倒ずつある。大きさから皿

山董 (307，ロiHO.2cm)と血sll韮 (305. 3岨;rJ在24.1cm)とにわ吋る。

線 A S II-g  倒A (PL. 47-234' 236 . 237) 綜八をさらに寵い形鹿にしたものであo。底部外事

須'"歯第

JTU推土錨

面とそれに統〈 ロ縁下端部を削ってい否のは，杯Aと同揮である。大き主によって時AI(回し

ロfJ..I3.9o;m，尚喜6.1cm).栂AIl(236 . 237 jロ岱108cm，ZEさ4.8cm)にわける。

須国際沼田r.I'土昨は灰白色を呈し，磁総に近b斗I!じをあたえる， きわめて硬質の土認であ

る。不透明の白い石をふくんでい否。邸H群土保と同時， 県色物質をふくむものが少量ある
。，マー

が，調整による〈ずれはみられな心、。火俸はまった〈みられず，また， il':i1Yで暁成したとみら念

れるにもかかわらず，吹き出し馳や自然軸はまった〈ぬとめられなb、。例、s，杯B韮，皿R韮

"， がある。ログロの回転方向がわかるものでは，成静 ・調整ともに右回りのみであるロ

杯 B 1 SIll←a 杯81(PL. 48-314' 315) ;:>> 1 • IItf.土器の杯と比較してa 高さが大きし 日程

が小さい (ロ作 16.8cm，市さ 7.Icm)。そして，口緑郊の外傾庄がすくなb、。内外の冊而には，

ログロ間墜による起伏がほとんどみられず!土問企体がまるみをおびている。日台はまっすく 事

下方にのびる小さなものであってl 第 I・nll土器停BのI 外に彊る両台とはifj状をまったく

異にする。蓋にも共通する手法と Lて龍立をひくのは，内面に同心円文当屈による正挺を左 ど

めるもののあることである。。息苦土総は綜別にl倒ある〈墨曾土器36)0

綜 B 董 SID-b 停B蓋 (311-313) B形態の葺である。凪平なもの，なか高の6の (312)がとも

にありj いずれ6全体をまる〈位上げており.僻而に起世がす〈ない点で。停Bと共通するo • 

つまみは，断面が逝台市を呈することが特世的である。内面に当板の同心円文をとどめるも

19) 節目昨土制の10似体〈杯B2倒符B盗4側

皿B益4側〉について倹射した結架，成形

" 

別段ともに右回りのもの9倒l左阿りのもの0，

不明 I倒である.

. 



のが多b、。他に，内面のはほ全体をなでて仕上げたものがある。杯sI蓋 (311-313;ロ1¥'¥20.Ocm)

と応BIn蓋 (01115.9cm)とがある。

SIII-c 凪 B最 (3凶 310) B形態の斑であ00つまみの][j状が， ItIr刷辿台jfjを註するこ

と，内聞に同心円文をもつもののあることなど，杯Bの藍と共通する。録制上而にカキメをの

・こすものがある。 内外面とも輯部頂部とにわけてヘラ雌きしている特添聞がある。皿削 の霊

(309 ; n径:.!9.8Cm)と，Jm BlJ輩かとみられ(¥もの (310;門係27伽 m)とがある。
~， 

つ@'iこ;;aI-班群以外の割理器の食器:ffJiについてのへる。 ζれには，綜A，料、B，杯B蓋，

皿B，皿B董，血Cがある。

第1-111群
以外の食鯵

SX- a 停A (PL.47-238-244) "<<-A1 (230)，杯Alll(目9-241.243.2<¥4).体AIV(242)が 杯 A 

，ある。 ιのうち若干剖 (240-242)は招 I群土保にぞ くす るかも知れなし、。己と貴からは灰白色

で黒色物置をふくまないもの (238'239'240，ただし238の内側は.~.h ウ，11(色でと〈に硬直のもの

(2併)，灰色で砂粒を多lt!:にふ〈む bO)(24[). 背灰色で鼎色物質をふ〈まない6の (242-243)

が区別できる。まι 手法の上からは， 全面畳ロ クロでていねいになでる (2似〉 なでるのみ

で削らない (240). .a;部は一方向になでて仕上げ， ロ縁下端部を削る (243). 底部のみをまる

. <削る (241)，底部を削り， その外端からロ縁下端部までをまるく閉る (238 盟9.242)など

が匡別され否。なお，火俸をもつもの (239)がある。

SX-b 初;B (256-263) 停BI(2曲-262). I杯Bm(2.'i(Y、258. 263). 杯BIV (259)があ杯 B 

る。このうち， 257・258は手法上，串 IU土器に一致するが，規絡からはずれるため，いちお

う区別したものである。 260・2631.t.佳向指置がほ日等し(，置も共通し。一幹にぞ〈タる。

e また 259は，脱出色で表聞は罰l而をなしており j 同山県水m.1!i棋の製品に似ている。

260には一部に緑色町吹出軸がみら札る.庇溜外面の調整方法には，ヘラで切ったままのも

の (262). 切ったあとをなでるもの (258). あら〈削るもの(袋調印)， 削ったあとを会でるもの

(257)などがある。なお，262は，ひじように出い形態をもつが， (~ïi 的に杯 13 1 とし てあつか

っておく。位成坦.i<.内I而は灰白色，外出は煤けて鼎〈なっている。

• SX-c 杯B韮 (245-250，252-255) 大きさによって杯BI益 (252-泊町，綜B血葺 (2411- 杯 B 蓋

250)，杯Brv誼 (245-247)にわける。田部が挫9をなすものが多いが， ~r.P えなものく247) もあ

る。背灰色で副賞のものがほとんどである。しかし249・255は，灰白色できわめて波賀であっ

て，子法も一致しており，未知の 癖にぞくする可能性が大きL、。

SX-d  皿sJII (2制) 出 I群土器の皿131と佳高指盈を等しくするotl11群土器仁ぞ〈する 皿 B 

・かも知れなし、。臨は切り離しのままであ否。

SX-e illls龍 (251) 外而一面には滞い~i!l色町自然利lが吹きでており，内面は灰色であ皿 B 奮

る。外面町田部から韓部にかけての釣2/3の範聞を削ってい答。内面にEね続きの痕跡があり

ζれによって，対応する1I1iBのロ毘が25.5cm内外であったことがわか石。

なお，所属の群が明暗でない晶也土保としては， 杯Alに3問 (PL. 5らー15)，#Aillに1削，

.綜ATVIこl例 (PL.59-32)， 制別不明の刷こ1倒 (PL，59-20)，杯BIVに l倒 (PL.59-19). 

杯B蓋に 1倒 (PL.5与一18)，皿cu.こ 1師あ否。

:!O) 将来， 帰属が判明する可能性があるものと，

明らかにこの3つの土器詳以外にぞ〈 するもの

をともに点くみ，また平易実宵 IかEの可能性を

もつもの (249'258)若干をもふ〈んでい..
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貯蔵器類lまか 浅いID胆の時唖につづいてそれ以外のj 出し、形態の器種についてのベ否。
m 

鉢 A S-a 鉢A (PL， 49-316' 317) 内刊して立つ口融部とまるみをおびた尖底から成る傍鍾で

2値あるロ 日韓端部は，休部からしだいに静くまる〈作る。 ロ縁部町内外面をロクロでなでた

あと!器体下半の外而をていねいに削っている。 316は，灰白色肱質で胎土に黒色物質をふく

み切らかに第H群土保にぞく してb、否。
m 

壷 A 蓋 S-b 薮A蓋 (323-325) 査A. すなわち軍査は出土していないが，蓋が3つある。田部

から垂直におれる器部をもつものと，縁部がややまる〈おれまがるものとがある。韓端部の形

状は3個とも興っており，縁端を内外から尖して内外両側に陸をもつもの (325)， 録音都内端を

下方に突出させて外側に段を作るもの (323). 内方に上る斜面をなすもの (324.)があ答。
幻〉

車

車 E S-c 宣E(329) 広口題頚の小型宜である。短〈外にふんばる両台をつける〈円径9.8・
<m.高さ 6cm)。同幅(13.ucm)は器日のほ担2倍に相当す。。

m 
壷 L S-d 蟹L (318) 妻家形に近い器体に長いロ曲部をのせた両台付円盤である。器体の小鼓

• 
J;にすぎないが，上半には祉線主を 2条めぐらしている。灰禍色硬質で，上半に闘然軸がかか

る。被投山古需の製l日であろう。

N S-e 査N (321) 丈高の縁体に短〈外圧する制L、口組部をのせ，両肩に耳をつける。

その他の選 その他の笹 (320'328 . 330)には，閉がま奇いやや凪平な器母体をもっ蛍 (320)がある。 顕部

は器体からロクロでー究に 引きあげている。他に底をふくむ置の器体下部の破片が2倒ある

(3沼 田0)0 フちl倒 (330)は高台の甚部に袋線をめぐらしている。器体下部を削っている。
、，もザ孟

水 旗 S-一f 水瓶〈臼319町〕 卵形の器体に制長い口百阻!部をのせたιので' 一部をとどめるのみであ

司B

る。 2i民の祉総をめ〈らす。体部から罰部にかけては3段で構成している。 器体下部を削っても、.

る。嗣砂を古むひじように匝賀町土器で，別に自然軸がかかる。瞳世山古需の劃品であろう。

平 短 S-g 平瓶 (322) 小型品(日の径6.8cm，現存のl!I高 2cm)の俄片である。平甚な k闘と体部

側而との聞に陵をもっ。 小型ながらロクロで拍き，円板をはりつけて体部の上而を仕あげる。

!I! A S-h ~短 A (PL. 5ト 334) 闘がまるく弾った長手の機体と!大きく広〈ひら〈ロ副部と

をそなえた丸底の器極である。外面に平行線叩き目，内面に当車の同心円文をとどめることは事

通常どおり であるが，昔話体の上半と下半で84った当置を捌いている。

混 s S-j 哩s(PL. 49ー326-327，PL. 5ルー332) 獲Aと同形盟の際体をもち，ロ韓部が胴上

建

にまっ すくのびる土器である。 完形円出例 (332;日怪2B.9Cm， 帥さ 32.1cm)は体制lの相対す

る2方に把手をつけている。他にj 口縁部の破片が二つある。

c SーJ 聾C (PL 時 -331，PL 筑ト333) やや眉の彊うた広ロ垣囲の土器である。同制は事

出荷をしのいでおり，日台のつくもの(333)と，つかないもの(331)とがある。外而に平行線叩

日文，内面に当板川心円文をとどめる。

盤 x S-k 費X (PL. 5島-335) 土師i詩型Aを挫した小型の総で，;h~ 、体部と外反する口融部会、

らな札口縁端部内聞がわずかに突出する。庇部外而丹下1をヘラで削って仕上げてい各。

21) 従来，萱Aとしてきたものを 『平竣官報告
¥1J (PL.61-209-214)以来，鉢Aと"祢し
ている.また円，!史官報告rv. ¥1 Jで鉢Bとした
ものを，今回から鉢Aにふ〈め答。
22) 従米，宣Cとしてきたものを 『平成官報告
¥1J (PL. w-ー196)J.;l.米，聖堂Aと己改称した.
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23) 従来，費Bとよんどもの (1平按育報告罰』
PL 品--64)を費Eとし，旧磁E(1平皆)?;報
告NJ Pし 3チー.213.214)を;'iMと改める.
24) 従来!収とよんだるの cr平線常総告nJ 
(PL.47-29)を盗Lとよぶ，

生お新IA器組名の対比は"1一家6を1>償.



. 

B 5](2101出土土探 (PL.6ト-47-50，Fig. 36.37) 

中区東半却の南端近< (61、AO区G地区H3令地点〉にある，土峨SK2101からは，土凶器162個
体調理器 126個体以上が出土している。土帥甜のうち，土績の底近〈で出土したものは比較

的保存状態がよいが，それ以外は保存がlWではなし細部内観出に充分fこえ@ものでは'"

. ，、。この土臓の土日訟は「平厳宮阻」にぞくしている。しかし. SK820出土土僻と比検して，

やや新しい性質をもっていることは佳論するとおりであ答。令お， この土輔に控近する SK

2102は，回位的に SK2101より古いことが判別しており j その土器は「平畿百日」にぞくする

ものとして桂に制介する。

土師 器 土師時には，杯AU(1'ig.3←69)，折、AIIIC63 臼)，杯B日(67. G8).杯sm， 土師 窃
・杯B韮 (65 同)，係CI(62)，肌AI(曲 61)，JutAlI，桜iAII(70).腕C (71 . 72).把乎付有孔大

型蓋 (59).聾Au (77).盟AIll(76)，遺Bl(74.75).姥sll，聾sIV(73)，瞳ほかがある。

杯Allには， a.. b，手法，杯AIlIには仏手法がそれぞれみとめられる。 皿AIを除き，杯 ・皿

酎の大多量には醐肱 斜方身}陥文がある。なお。 事不A聞の b，手法による l醐には，通常の施

士方向とはことなって，左回りに暗士をほどこしたものがある (63)。皿AIの制盟予法には，

. ::ld (曲1).b.(6J)手法があり，ほかに Q 千法もみられる。 杯A田は， A市昭，すなわち "韓下

部が内問す"弧，上国がわrかに外刊する弧をえがき，ロ縁端部が内向に肥厚している。 杯B

II (67)は C，手訟で調整し，高台を付けたあと， I正fa:外面全体をなでて仕上げている。 内面の

軒並射暗文は左回りにほどこしている。杯Cには鎚』土怒が1倒あるげL 曲-47)0

~A U (77)・鐙sI (75)は，全外国とロ輯都内而とをハケメで仕上げている。哩BNの i

・冊 (73)は晶体がやや踊平である札把Fが砕にそわずに斜め上にむい亡いる.... ，~で典聞をな

している。 I，J.:t"，この土保は，2 Jjに把手をもつものと して復原，図示したが!よ〈似た静的
25) 

'C， ブJのみに~~乎をもっ:J~例が!干城京左Jj(八条三VJ遺跡で山土している。 J也 子什有孔大型

藍 (59) は SK820 山土例〈円~ . 46-4B)と大zn伝b、。外出をヘラ陪き !タるものと不副監のもの
止がある。内面に鼎色物Eが付./'iした6のがある。

・ 項 恵 器 SK210HH土の須恵器には，停，00，停阻円蓋，腕， 盤，両手不，鉢'':':.聾， 須恵著書

がある。これらの土器はSK810陣式に共通する形盟をもっているので個々の記述は省略する。

車 1 群土器には伺~A I -l( Fjg . 37-336. 337)，何;AI-2(田町，杯AII (339)，杯Am，杯AN(340)，

杯BI，杯BII， 折、B凹 (318)，杯BN，杯Bv (349)， 制;凹藍(356. 357)， 杯sIl ~f . 制下日皿藍

(3.m，杯BN獄，何 BV輩，lIIlA 1 (343)，皿sl，川BI蹴 (352. 353)， J皿CI (3-12). 11斗CII(341)， 

‘拙A (351)がある。

t>>rr群 ・出血併にぞ〈するものとしては， 凪B H昌がそれぞれ l 個ずつある (3~ . 355)。招

1-盟国許以外的土器には，杯BI1制， 杯Bsl卦2個(3'15. 346). 停BN蓋 1個 【344).杯Cl

個〈品0)がある。晶』土俸は，杯.'¥.1(PL 曲→')，停II日， 杯B韮 (PL.6か-49).綜BV韮

(PL， 6(ト抽}にそれぞれ実聞がある。

・ 以下，他の惚曲を醍観する。盤Aには "時加が通常の角ばった形状をしめすもの2例 (361

25)奈良貼 夜良同立文化財研先江好 『平安史京左京八条云w発仰向1i続報J1976年，p. 31与}'t.
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362)と，まる〈おわるもの i個Jとがあり，前者の 1倒にはl 級位の把手をつける。高杯(お心

は3方に長い透しをいれた，脚台をのこすのみである。鉢E (3届〉は，底部からロ縁部が斜

め上にまっす〈のびてバケツ状を呈する器種 (Fig.38-378#NOである。ロ縁部臨片があるo!"ol';i' 

A (3曲〉のロ輯部が lつある。肩の部分の厚さは口語部の厚さの2倍以上もあ答。査Aの置に

は，水平な頂部から縁部がほぼ直角におれさがり，綜端部の内端を下方にのぼして外聞に段を・

作るもの (358)と，まるい頂部から縁部が弓なりにおれまがりロ韓部拙面が円方に上る制面を

なすもの (359)とがともにみられる。蛇Eは，下単を欠くが， 肩幅が時前の 2倍内外の，嗣平

な形盟をもっている (367)0

亜G.すなわち，肩の担った士出の彬体からロ睦部が盟〈立つとみられる器輔の下半都内破

片がある(，田〉。 宜Gとみとめてよいとすれば，その最も古い車両にぞくする ζとになる。盟・

C(括5)は6掴ある。他に，大き〈外直す石口韓官官の外国に，ヘラで+状の剖線を入れた盟A

(PL. 62.一回)がある。

C Q員hlZ整地問Ul1::土探 (Fig.38) 

西区の東北 (6AAO区Q地区)には木艇を含む盟地土が広範囲にわたってみとめられ， ζ町間

平城宮 E から「平揖官皿」にぞくする土器を多世倹出した。ここには， SK820に完形品としてみない鰐，

睡もあるので，須車総の血D (375)，盤A (379' 380)，鉢A臼73. 374)，鉢E(378).資八 (370

-3η)・賢A蓋 (369).安E(377)，型E(376)を図示した。このうち鉢Aの 1つ臼乃〉と盤A

のlつ(380)は，それぞれ部E群 出国昨土器にぞくすることがあきらかである。他はおそら

〈すべて蔀 1群土器にぞ〈するとおもわれる。

D S K2113出土土出 (PL.51・52，6ル-44・ 46，Tab. 7・8)

中E耳I半部門}U羽子り (6A.4.0区G地区P30J也ペ〉にある土棚SK2113で出土した土器は427倒体

あり，ζのヲち土師器は 315個体(73.0克)罰担保11112個体(26.2%)ある。土噛円の挫土は

上下にE別できたが!土器には差遣はなし相互に接合できるものもあったので一括遺物とし

てあつかった。保存状態はあまり良好ではなL功、細部の嗣摂にはたえうるものであった。本

4酢

平緩宮 V土摘出土の土器はっきにあげる SK870の土器とともに. r平成宮VJの標増置料となるもの事
である。

土師器 士師器には， 杯A. 係B. 杯日誌蝿A.蝿C. IDIA，肌s.皿LC.盤

B.間杯A.畳s. 宜E.盟A-盟C.制Aがある。このうち， 杯・皿閉会どの浅い器稲

は，色調胎土・形態 ・調盤手法によって2つの群に区別することができる。 ζ札を摺 1. 11 
却〉

群土器とよぴわけ否。

第 I群上俸は。灰白色あるいは，白色を結びた間灰色・赤灰色など。いずれも白みがかった

色調をもち，J恰土はきめこまかb、。これに対Lて間E群土烈は，阪総色 ・某樹色 赤字勧色， う

す起がかった補色など，褐色系の色調をもち.JJ的土は比佐的あらむ、。

杯 A I-I-a 杯A (PL.51-78-凹，師団〉

26)平波放左京一条三tJjの泌 5D485日¥:1土飾器

(1平成宮報告¥iJpp. 39)は平厳官Eにぞ〈し，

90 

第 I群土器にぞ〈する杯A(78-田〉は.A形盟，

tin . u 1if.土器を区別した.それとここでいう
第 1• D Gfとの由連は倹討中である.

ー-
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土師器 個体数 | 比事(幼 須恵器 個体数 | 比事〈釦
本不A[ 31 9.9 杯A 17 15.2 

杯B[ 杯1"
• H 2.2 食 s H 

食 Blli .ill 

杯B謹 2 0.6 杯B[器

皿A[ 30 9.6 s H義
25唱。

AH 95 30.4 ..表 58 51.8 

山 B 2 0.6 s r..'lf 
瓜C 1 27. 0.3 87.5 B V:ai 
鏑A[

27.8 
AH 

杯C • 3.6 

器 ". 2 1.8 

腕C 13 4.2 B [益 4 3.6 

器 盤B 2 0.6 皿C 2 1.8 

鉢 0.3 鉢A 0.9 

向停A 3 0.9 

大型謹 3 0.9 

貯器扇 狸笠B B 3 2 

軍A 0.9 

貯 提A韮 2 1.8 

藍G 2 1.8 

煮
聾A

書留B 0.3 
が: 1 ( 36 11.5 

共
聾C 0.3 

鍋A 0.3 

歳 輩L 0.9 

その他白壁 16 

?を3 f.jt)tli 0.9 

'1'紙 0.9 

盗B 9 8.0 
計 '13 11臥 O

号P他白聾 21 18.8 

百十 11陥.0

土師器 m磁器 1十

食器 | 274 (62.5) 持(17.5) 332 
(87.5) (51.8) (7d. !下

貯蔵"'1 3 (5.3) ，， (制 n 57 
"‘日) (.&8.2) t13.~) 

指紋具 1 360倒的 。 36 
(11.5) (R.S) 

313 (73.6) 112 (剖.U .25 

Tab. 7 S K2113出上上器の構成 T.b.8 SK2113!U土土師器係'"純の群別と千u

すなわち口鶴下部が内問し， 上部がわずかに外間する jfjJ~をそなえており，口続部が内側にま

る〈肥厚している。杯AIのみであって，綜AIIほかはみられなb、。

いっぽう第E群土般の籾:Aはl 口融部企体が円建す否弧をえが〈形態であって，端部の内閣

への肥厚は小さ〈て目だたなし、。杯AIのみである (08. 89)。出 I昨土橋の符;AIは， ao (オミノ捺

のE自民生し). b， の両手法によるものが大多散を占めており'.手法で調整したものは 11闘に$

すぎなも、。 これに対して出E群土器の亦A[は， bO • CI手法によっている治、 能者によるもの

が多L、。

杯 s H-b 停 s (開 91. 107) 初:s1 (90) 杯Bn (91)・綜BIII (107)が l個体ずつある。前

2者はt!11 l下，能者は節目.r，r .:l:穏にぞ〈している。いずれも'.手法によっているが，杯Illl

の削りは不徹底で口縁部上半にはおよんでいなむ、。

杯 B 益 H-，杯B輩〈剖 85) 綜sllの蓋 (85)と。綜B聞の蓋〈制〉が1剖ずつある。曲者は，
]資制lと輯部とをわけてヘラ開きしている。能者は保存がわるし阿監手法はわからなし、。

機 A H-d  蝿A (95' 96 . 104・105) 酎AI(1ω105) 国AU(95.96)に区別できる。

92 
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1・

このうち醐AIには，第 I・第E両群にぞ 〈するものがある。第 l鮮の蝿AI(I制)はロ緑端部

が丸〈終ってい号。'.手法によるものが多しそのほか h 手法もみられる。 tt~n群町植AI

は，第 I群のそれにくらべてやや器日が高〈器肢が柿も、。 ロ緑郎端而がわずかに内側に間損す

るものがある (105)0割膝手法は，やはり:-1.. c.下酷である。蝿An(95.96)は，とιに部E

・昨土器にぞ<Lている。'.手法によっている。

/J-c 同C(93 剖) ，手法によっている。肋七はあら(ttl Il昨土器ともみられる。 L 績

かし， ζの手法と胎土とはSK2113出土品にかき'らず腕Cに共通する材置であって! ただちに

Unl群上鼎としてあっかうことはできなL、。

c 

!-l- f slLi¥ ( 81 -田 86' 87.97~ 1冊lITlAI (97-100)とlffiAl!(01-83.86. 87)とにわ 皿 A 

$けられ石。1:11T砕土械の阻A1(97 岨)は.A形1阜で.b，乎酷によ るものが多 しこれについ

で :¥0C:.j-U 慢の圧li1なし)手法もみられ。。底部下回の一部に布瓜をとどめaものが l例あ否。
これに対してtilll:r.r土加の皿Al(99' 1凶)は II陪rrnであって，端部の内側への』巴厚も小さ
い。'.手法のみである。1:111 鮮の皿AII(8トS3)t:t，皿AIとよく似た形熔であるが，円冊に傾

斜する 11陪剖l端邑iを静庇することが特世的である。ただし附文をもっ唯一の倒(02)は，ロ縁部

・がまる〈おわっており，底部に布痕をとどめている。部H僻のIIILAn (86.87)は，第 I群の

それよりもやや小さく，日韓部全体が内刊する弧をえがき端却をまる〈仕上げている。 大多数

は Co• c.手法で仕上げているが a手法によるものもある。暢'l'1が薄も、。その1倒には.1支

部内而に祖n、蛸錠附文をほどこしている。しかし口縁叩内ffllには朝敏射附文は-:r_、。

H-g  阻s(92. 106) 皿Bl(92)と皿sDI(1国〉とがあ答。 liil:t;.の師屈は決定できない 皿 B 

事が，桂イ占は郡 1t下土?~~にぞく Lてい答。

H-h 肌C(101) 小型のmlである。内1MとH縁部外岡とを布まわりに棚になで底部外聞 " c 

は不測牧のままに醒している。

l1- i 童書s(PL， S2-1!6) 広い底部と斜上に大きくひら く口臨叩とから成る大裂の椋匝で 銀 B 

ある (nf~ 36.lcm， trrさ 8.Bcm)o 底部と口縁部との世界に高台をつけ答。 ロ続郊の内外部を

・ょこなでしl 外面はヘラ陪きLている。

II- j 日杯A (I'L. 51← 103) 停部外商は航方向にヘヲ府きする。 脚内fI状部は8角形に 高杯 A

而取っている。内而にはシオリ メがのこり!脚部甑の円而にはハケメがある。

H-k 丑s(PL. 51-1田〉 上端がややすほまる日平な器体に。短〈外反する ロ輯部をつ壷 B 

けた広nの器睡である (ni主18.2cm，向き IO.Ocm)。 内l凶およびロ録部外而をよこなでしてい

・る。休部外而は平附であるが，成形時円凹凸をそのままとどめている。

1-1- 1 世 E (1曲) SK870出土の1倒(PL.5gー125)と問機罰恕冊の桜花 (PL.49-3四.PL 肇 E 

53-→05.406)円形鹿をうつしたものであるが，本倒は。 ロ闘部のftl山がするどさを欠き，ま

た日以下のカ プもまるみをもっ会どやや通常の形I!lから離れている。体制外而をていねいに

ヘラで府いている。

• H-m 間八 (PL.51-1凹，PL.52-110 . 111) 鍔AII(n符24cmlìíil~ ， ?:~さ 250m前後〉 ・ 5里 褒

八I!!(llljnfモ18cm前後市さ19cm川後〉 ・出入JV(JIOj r1 f~. 15crn前偽，山d]G<;mriij後)・盟A

V (108; 111主14cm前後，日さl3cm前{引にわかれQ。ともに，外I瓜にハケメをとどめ，二次的

A 

な火剖で藍色 L. 棋が千'i"~'1している。内町は手でなでつけてい否。唆1 ß ( 1I 3) は，外耐をハケ湾 R 
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メで仕上げl 内而は手でなでつけてい答。 口融端や把手が磨耗している。蝶が付着してb、る。

!l! C 型C ([14)はj 口睦部内外をよこなでしてい答。 機体の内外面にはハケメをつけ，外面下半は

鍋

さらに。ヘラ削りで仕上げている。煤がついてい否。

A H-n 鍋A (115) 半球形に近い器体の上に，外反するロ録部をつけた広口の様睡である。

内面に当証の同心円士が由っており，須理器の肢訟との関連が注意をひく。

調恵器 須恕穏には，体A，杯B(I'L. 51-387.3曲)，杯B蓋(認3-甜6)，杯C(391

392)，皿B(394). 皿B董 (381. 382)，皿C (393). 鉢A，監A 臼田)，車A謹 (389). ~G ， 

滞瓶 (395).平間の提民 亜Bがある。口頭部 ・底却を欠くために器舗の細別を決しがたい置

としてp 世Lと推定されるもの (396)と，理耳班 (PL.52-3四〕などがある。盟lf.~垣内把手は

• 

断面円形の半環状の部分の下に炎出部分を もフけてヰ形に している。 傘

E SK870 tl¥土土措 (PL. 52・日，件--63-67. 69・70)

中区東半部東端刊AAO区DJ也区s団地L引にある土峨 SK870から出土した土器は，保存状盟

がよ〈ないので個体世をあげることはできなも、。しかし，山述内 SK2113出土土器とともに，

平城宮 V I平城宮VJの代表制の lつである。

土 師器 杯AI(I'L.53-119).杯BI(]21).杯s11 (122)，杯sill(l23). 停13葺(126)，llll 傘

AI(JJ7. 118).皿A日(120，l'L. 6cト--64.69)，nllC (127)，腕AI(124).田AII，腕C (PL. 6(ト

65)，盤B，時停A (129).宜巳(，田)，塑A (I・L.52-112， PL. 53ー128).盟胞がある。

杯 と皿 このフち杯AIにlib.・c，'f世:~， .DllAIには a，. b.手臣、，皿Arrには b.. Co下怯，随AI・腕AII

にはらの各手法がそれぞれみとめられる。

杯Alはロ毘19.0cm であって，SK219悼式の綜AIよりもやや小さし、。IDI.A!'sllA日には，SK 事

2113様式の雌におけると同時j 第 I群 ・却E群土慌が撒動lできる。 ζのっち節 1f，宇土器にぞく

す奇皿AIは，ロ障上部がわずかに外間し，端部が内側にま3(肥厚するものであって，b.手

法によっているひ17)0これに対して，第rru土総の血^Iは，口縁部全体が内聾するカ プを

もつものであって，ロ緑端部もまるくおわっている (118)0c，手法によっていQが，なかには

削りが日韓部上端にまでたっしていないものもある。餌 I群土器の皿Arrは，口語部端聞が円阻・

L，(120). b.手法によっている。第E群土器の皿AIIIま，ロ録端部がまるくおわり， <.手法で仕

上げている。なお，杯皿簡にI;t，いっさい晴文が仕も、。盤Bは，ロ縁部の破J:のみである。

内外国ともヘヲで削ったのち，ヘラ熔きしている。尚杯Aには，脚部を成形する際に!絡を軸

にして作ったものと!そヲでないものとがともに存在する。盟は全外面と口融部の円而とをハ

ケメで仕上げ，内面は乎でなでつけている。

!jI，曾土lllIは3間ある (PL.6(ト--64. 65 曲〉。

須 恵 器 SK870山土町須恵訟には，綜A (42.r-427. 429柵 ')， I不s (419-422). 

係B蓋臼15-制8)，杯C (433).綜E(428)，肌s(4[3).皿B蓋 (411)，!s1.C (431 . 432)，皿D

(412).鉢A 科目 4(0)，盤A (PL. 52-397)， ts綜 (PL.53→14)，査A蓋 (123.424).賢E

a・

(405. 406). ~G (408)，置し (401-403).水駅 (404)，~fZ瓶 (407)。 型 C (PL. 52-398)など 事

がある。食総到の浅い総種の大多数はさきに SK820崎式で指摘した第 1~I土!仰こぞくして L 、
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て勘 '俳

るが， flllには第E群土miにぞくすおものがあり!ほかに31可以外の土器が少数ある。
杯Aは，口笹・刊さによって，杯AI 杯AI](425)・杯A田 (426.427.429)・杯AIV(430)に杯 A 

わける。SK82C様式の却 I昨土日「?の杯Aと比較すると，杯AI・杯ヘ且の棒高はやや低しまた!

杯AI-杯AIDのロ佳は小さU、。

杯Bは寸法によってl 杯BI(419)・材、BIl(420，PL. 60-67)ー杯B111(421)・付、sIV(422，PL曲杯

70)ー杯IlVにわけ否。 SK82C罰;，1'.(法第 I群土器の林Bと比較して杯BI 杯BHはロ荏が小さ

しまた日台はするどさと力をやや欠いており!外方というよりもむしろ下方に知くのびてい

各という表現が適切なものも多し、。脚端面が水平をなすもののほかに!円傾または外阪のもの

がある。しかし， ζの#4而は SK820~列車探掠 I 昨土掠杯B円前台におけるほど大きな角度を

B 

峨 なすものはなし、。また高台を底郊外拙に援してつけたもの (422)もある。

杯Il諜 (415~413) のうち出 I 昨土婚にぞ〈するものは，すへてA形態であ否。下方へ突出す杯 B 蓋

45縁部は起しするどさを欠くものも多し、。また，タ同部百はいずれも外傾しており，内聞のも

のはなし、。つまみ頂部の形状は，同平なものもあるが1 やや III~~J 三 なったものも多倍、。 料、B【蓋

(413)・杯Billi，'i(416' 417)・杯BN謹 (415)にわけられる。

キ 杯C (433) SK820悼式のものと比較して口荏が小さし また，口持部はつよく外反0，口杯 C 

結端部はまる〈仕上げ亡者きよみの形状を表現Lている oW際には杏きζんでいなむ、。 3群以

外にぞくするものとみられる。

皿BIIには，m恵球部 1M土探にぞくするもののほかに， 掠E群土却の史怖が1個(413)あ皿 B 

る。このゴ器の日台は短し端面下計制ま円傾する。内而に当板の同心円文をとどめている。

啓底面町内外を聞と Lて担mしており，居誠0，illの叫がある。 II1lBl蓋 (411)は，縁部の下方
への突出が垣く 1 ずるどさを欠いている。

ほかに 皿Cl(4:i2)• lIllCO(431)，抵い刊台をそなえた凶D(412)がある。盤A (PL. 52-397) 皿C-DIlD

は口綜部が向ばった，ふつうの形態のものである。位Aの 例に「門真盛所」の墨むをもつも 「内裏盛所」

のがある CPL.6か-<3)。

e 慌Aの主主 (423'42叫は 3個あるが，いずれも頂部中央とつまみとを失っている。縁部内地壷 A 蓋

を下方に突出させa 外側に段を形成しているものがある (424)。

宣L (401~403) は。 3 個体ある。先に報告した 5K2 1 7 出土例と同様l かなり周平な器体を霊 L 
2.-1) 

もつもの (401)，ιれと，J王子の侭(みをもったSE311ーIl・SK234出土師との中間的な形態をも

つもの (402.403)とがある。ともにロ到の基部は 2段椛成である。南G 作曲〉は，縦長の様壷 G 

事件に! 太く長いロ到部をのせたものであ答。口縁部底部を火〈がζの器観の初現の例と Lて

注TI:をひく。ログロ上で冊体から口頭部までを 気に挽いて作っており，内外全両にログロ痕

'" 跡が明僚にのこっていあ。なお，ほかに応簡をふ〈 む置の破片がある (400)。

水掴 (404)は，荷H¥、tjj%の'!il部をとどめるのみである。中央に 2条の凹棋をめぐら Lてい水 認

否。霊知県波投山台需の製品である。 水瓶には，口副部と日の 部とをのよす俄片と日韓部門

キ破片とがあ否。口縁端部は小さくまるく外反する。他に平胤 車Cがある。

~{也j椋の盛山土器は 5 閃ある (PL. 6n→3ω67  70)。

27) r平易長官報告sJPL.47- 目。
23) r平域宮純白報告 rvJ PL. 39-210， 41-255， 

29)長岡);(S051出土の箆Gは， H党防成になっ
ている (p.140注l4文献多聞〉。
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F SK2102出土土紫 (PL.6ト-53，62-83， Fig. 39) 

中区東半部の南描近<(6AAU区G地区J341血lりにあるSK2102は，間位的にSK2101より古

い (Fig.18)ことが判明している。この上墳から出土した土器は少量であるが r平波宮llJ

にぞ〈する資料と Lてかかげてお〈。

土鍋錨 土師加には，杯CI(Fig.3ト 1叩〉。型(I31. 132)ほかがある。杯CIは底部外国を i方向にへ*

ラ削りした b，手法によっており，内面には暗主がある。

須司軍備 須恵器には，杯BV (436)，杯sI蓋 (436).綜sII蓋，杯B皿蓋 (435)，杯sV蓋 (434).蝿AI

(437).鉢A (Pl.. 62-63)，盟A (439).盟U(440)などがある。杯B主主にはA形態のものがあ

る， A形態としてはおそらく初型的生ものであって， SK820様式のそれと比べて韓協のhl!幽が

なお明硝ではなも、。なお，つまみの怪は置の怪に比ぺて大き(，頂部はまるみをもっていo， . 

多くは出 I昨土器にぞくしてb唱。しかし，杯BV'酎AIは出 1-田昨l:lJ:i以外に師聞するで

あろヲo なお何;Bn韮の 1倒に 「口盤」の{比l}がある (PL冊目〉。

鉢A (PL.62 田)は，底部がかなりまる〈なってはb、否剖品、え，なお平底の名昂りをと

線刻の「寺」どめている。蝉成桂，底部下端近〈に「布」と線却し，まわりに墨で円を柵〈。 聾Aはロ韓部

内外に出色物質をぬっている。

聖Bは2伺あり，と もにロ縁端部を内側にわずかに肥郎させている。須恵器の平行線叩目は

木闘に平行する剖採によってなっているものが大部分である。しかし SK2102出土の哩A・褒

Bの各i聞および細別世話醐不聞の聾 i例の間体外国のup日の剖線は，すべて木目にたいして斜

空する点で共通している。

両聞に把下をつけた大型鉢は，小磁Jfながら，性意すべき世佳である。

G SE715出土土滞 (PL.54， 61-71・73)

東区の東南 (6AAB区U地区M39地点〉にあ石井戸SE715の底から出土し!平安時代初期，おそ

平械宮¥l ら〈平賦よ11死去慣に槌世したとみられる「平以官VDJの土器である。土師探須恵械のほか

灰戦陶器が 1点ある。

司事

• 

土師悟 土師:::;には，杯A，杯!l，皿A，腕，河野，型がある。いずれもZ最小な砂駐を含む亦褐色町傘

'" 胎土から成っており， 各地曲のしめす特酷は， 5E311-13の土師2慢のそれにほぼー置する。

杯 AI(136-139)は7倒体あり(n径16.2-18.2cm， i:'~ さ 4Ctn liíj後)，すへて 0，手法によってし、 る。

杯Ail(140-144)は6個体あり (口径12.5-14.1cm，高t!3cm州後)， a， . c. . C， . c. . cの各手法

によるものである。

杯Bには，口怪が20cmをこえるもの (13町と， 17cm前世唱もの (134. 135)とがある。杯s • 

f盛大 "Jには rd¥'l大郎欽女取不得苦取若宮五トJと畳書したもの (PL.61-71】，符A刊には「成」と誕
脅したものがある (PL.61-73)0なお形態ι腕Aに近も、小型の器〈円筏5.7cm，認さ 2.2cm)

が 1li.6>Jる (145)0Co手法による。皿入 (116.147)は2似体ある〈口径20町m，Zuさ20m前後〉。

皿)!平総'iiim告r.rJ. pp. 24-. PL 鈎.
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商事不1:.杯部の小破片であって，その内面に粗い斜放射暗主がある。彊は，体部が筒形をなし，
内外面に凹凸がのこる粗製品である。

須恵.. 須車書評には，杯BIV(441)，韮，把手付瓶 (442)，長手の宜の器体臼咽〕がある。停BIVの口

量は. SK870のそれに比べてやや大きb、。把手付淑は口顕部を欠〈が，球形町休部に百台を

つけ，r:t!i'j部との接合方法は2段構成によっている。肩に環状の把手が lつだけつく。臼然軸 $

がかかっており，渡世山台需の製品であろフ。

灰軸陶伺 灰寝"陶器腕 (501) 白色良質の胎土を用い，ロ縁部の円而企而にι 前韓色の灰粕をかける。

外而には軌を見なむ、。

H 他の泣梢 ・包含回出土土探 (PL.54・61，Fig.39・40)

S目128幽土土ii(PL， 5今一148.149“4) 中区東半部の京北 (6AAO区G地区 U24t也点〉 にあ * 
石井戸(SE2128)から出土した土邸器ffiLAlI(148) rまa，手法，杯A (149)は 0，手法によってお

平幡宮 V り，おそら〈は「平按宮vJにぞ〈している。罰理器杯A(414)も同時期のものとみてよいで

あろう。

S回126.SD2110出土土留 (Fig.3!チ-150 付8-.曲) 5D2126は中医東半部の東北にありて記

の 5E2128の阿国を方J[;にかこむ溝であり，また SD21l0は 502126の円側からはじまって・

市に掠れる摘である。この両帯から出土した土器のうち，罰JJ!冊にかんしては「平域官 1Jと

「平易武官 IIIJとがみられる。土師器は保存がわるし特世をつかみがたも、。

平根官 r平誠百 1Jの調理器には，杯BI(457)・杯B田置 (449-453)・綜sN(455 . 456) .杯sV (454) 

・ 何'BV車 (448) ・ 探い形躍の伺~BI (461)， 皿BI韮 (456). JUlsII (459). 1IItCI (460). 置を八蓋

ほかがある。すべて部I群土器にぞ〈してい否。杯Bの15台が外ブJにふんばっていること，皿ホ

Cのほ聞を削っていること そLて杯皿の読にはまだA形閣はなく，すべてB形躍にぞ〈して

い各ことなどを古い性質としてあげることができ答。ただし平瞳官IJの朱尭罰資料 SD

1900下胞の杯日躍と比較すると，つまみの寵が小さも、。

平根宮 圃 「平揖宙皿」にぞ〈する項1M器，第 I排土器には各観の特枠組がある。ここには，杯Bl蓋(4日〉

停B皿盤 (462)・皿Bll(469)を図示するにとどめた。招II鮮にぞ〈するものとしては，杯E 牟

(.匝〉と，土師俸の杯に倒た形状の杯 (467)とがある。この2個は SK820出土町須恵器開H

群土器とは形盟がことなっているので，あるいは. r平波宮日」にさかのぼるかも しれなb、。

また郡山群土器には，杯Bl蓋 (464)・皿Bl臼曲〉ほかがあるロ土師婦の i冊としてID1AI(1抽〉

を図示する。なお，朝恕部iの宣Aの蓋(.日〉はどの段附にぞ〈するか問調iでなゐ、。墨書土僻は，

SD2110から l例，SD2110・502126のいずれからか2冊 (PL.60-55.56) :1¥ニとしている。す*

ぺて罰理機である。

油田i柱穴出土土器曇 (PL.5←判5.416) 中区西半部商問拙にある(6AAO区R地区) 5B501 

町北側柱列i1!l第4柱掘形から，おそら(r平裁官1J. くだっても「平銭宮日」にぞくす吾罰
盟締杯BllI(併のが出土している。器高が抵〈向台は外にふんばってい"0， 、っぽう同じ産物
の南側駐列国部4柱の柱妓取り穴からは，r平成百四」に〈だる創世碍杯BT(446)が出土して本

いる。制休散がす くとEいが， SB501の造i叩i代にかかわQfe料としてあげておく。
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Fig. 1j0 SD4B7ほか'"土土器:~ 470 U地1;(538地.. :.ull土， 471-4苅
S D487tU土 (4Î I ~474平攻1'r V ， 47ヨ-478平城下f ・〉縮尺 1 /4

8n960出土土居 (PL.54→47) 中区東半市西寄り (6Â OI!K地区〉の SB9叩の西側柱列南郡

4牲の柱抜き取り穴から涯い官灰色1 硬質の大型型B (nf~ 11lcm，向さ復原 90.6cm)が 1個

出土した。全体に際援は厚も、。口綾部外面の叩き日は績になでて刑している。

以上かかげた土器のほかに. SD487，すなわち内以北外相m築地 SA488の前倒溝から出士
事 したものには，PTl以宮市J(F唱 40-475九 478)・「平城宮VJ(471叶 7，のがふ〈まれている。ま

たj 中18:*半部}/[:Itぬ'り(6AAO区)SE2139には，平揖宮町の土師協がある。

このほか，形躍の上で注立をひ〈個体とLて，u地!KS38地点合以包合閣で出土した制蹄7日銀 錦形

円割m~がある (Fig . 1か-470)。杯部 目 白台ともにきわめて平前に仕上げている。

l 鉛糊陶探 (CQLORPLATf， 2-2， PL. 56， Fig. <11) 

- 三事 ・二彩 ・揖軸単彩などの鉛軸刷は，少敢ながら，各地慌の井戸 ・土駿 ・情 ・包古田など

から出土している。いずれも破片であって，しかも迫存状配のl込〈ないものが多い。しかし，

ζれらのうちには，伴同地物によって絶対年代が知られるものをふ〈む点で軍曹である。

須恵審

三彩融問都には，曹Aの葺 (COLORPLATE 2-2， PL. 5ふ-1，Fig. 4{トーりがある。小型 三彰絹 陶

〈径御原5.5cm，rst!彼除O.5cm)であって，頂部中失には低い軍隊形のつまみ(伐 1.5cm，日さ 0.4
... cm)がついている。肘土は軟質で灰白色を皇し，企I師をログロでなでて仕上げている。外而に

は録・柑・由のェ響調hを，内而には白色単躍の柑をほどこしており 1 光択をはなっ恒品である。

袈誕生iluにわたってこまかし、貫入がある。なお内而には，耐をかけて抗成する開にもちいた三

宜トチ(1 A!l3cm)の抗跡がのこる。
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ニ彩粕 陶 三車軸陶器には， 小型の宜Aの庇部破片 (6)と，置か淑の体部破片左がある。置Aの底部

は，ヌL¥、休部に低い日台をつけたものであって， 高台の脚端而は内観している。胎土は軟質，

首灰色で，休部門内外面をログ ロ上でなで!底部外而をログロ上で削っている。体郊の外国に

は!揖 ・自の三理学粧を』内面には由色の柏をほどこしている。ただし小破片であるため，本来

は三彩制酔jであったかもしれなも、。 表甚に貫入がある。 6AAB区U地区 847地点の小穴で出 棋

士した。なお，奈良市七条山，岡山県大市品出土の新聞からこの宜Aの全形を笹原すると， 上

記の荒とちょうど組み合うほどの大きさとなる。査あるいは瓶とみられる休部破片は，軟質置

灰色の胎土をもち，外而に酷・由町三車軸，内而に白色刷をほどよしている。 6AAO区M地

区 N52地点茸褐色土から出土したものである。

録軸陶 器軸陶器には，酷醐 (1 )，皿(2-刊。韮がある。後腕は，削り附しの蛇ノ目前台をもち.

胎土はやや秋買であって，鼓灰色を呈する。口縁部外岡の下半をログロ上で削り !内面はへら

で磨いている。器全而に酷い茸緑色の制をほどこす。貫入がある。底部の内外而には，三文ト

チ(1辺5.0cm)の痕跡をとどめ， また，内而の軸の下には，輪状の問み(給状ra跡〉がある。

6ABR区Bj{h区582地点の井戸SE511でIB土した。

皿には，切り高台をもつものく2. 3)と，貼り付け日台をもつもの (4)とがあり，いずれホ

も硬質である。貫入がある。 2の口縁部内面には，施軸IIIJにへらで 2直蹄をひいており，また

底部の内田には，やはり施勅前についた紙状痕跡をとどめている。 3・4の内而はへら際きし

ている。また 4の底部内外而には，三文トチ(辺5.1cm)の痕跡がある。 2は6ABs区 C地

区F86地点 SK530Hi土(ロ律13.4cm，日さ2.6Cm)，4は6ABB区B地区 Q82地点の床土出土

〈口径14.5cm，同さ2.5crn)， 3 は 6AAO臣 I 地庶 F471也点5D487出土〈円 f~ 1 3 . 2cm，丙さ 2 . 2cm)。 キ

蓋は頂都政片である。軟質，賀補色の胎土をもち!ログロなでののち，内外向聞をヘヲで肝

い亡いる。〕此緑色町軌をかける。 GAAB区U地区M44地点の地山土問土。
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1・

J 硯 (COLOR PL1、TEl-2，PL.55・時， Fig:. 42 • 43) 
3・〉

陶眠が17点出土した。台付円l国税l'点。 s形脱 11.'，( 宝珠副 11.'.(，双脚円山 i点である。こ

れ以外に，須思株の杯B韮の内iliiを聞として代用Lたものが多散あり a またj 都国i提出Bを転

胤したものもある (PL.53ー制的が，こ ζでは綜B蓋をもちいと代主倒のみをかかげる。

事 台It円面硯 (PL.55-1-7.IO-13)普通のI引、台をそなえた悶足〈円面〉脱と，f!!脚の形式化

Lた附脚(円而〉叫とがあ答。I四足田 (1-7.10)はずへて脱部と台部とを連続的に成帯する。

陸と揮の区別が切16植なもの(1'4.6.7)，不明確なもの【 2.3.5)があり， 前者には陸の阿

聞に低い内提をめぐらすもの(].4，. 6)と， ζれのないもの(7)とがある。四部の外端にめ

くらす突効は i条のものがほとんどで， 2~換のものは i 例(4)に 1 ぎなし、。凶足には長ブJ静

・の迭し孔をあけ，脚には文甜をほどこさないιの (1.3-5.6)が多L、。しかし韮孔の上辺

をまる〈作るもの(7)，脚の中央に縦線文を加えたもの (10)，過孔の左右および下に縦純文を

ほどこすもの (2)，十宇野の遭孔をあけたもの (4)もある。以上にあげたID!.!!1と装飾の霊化

は時期的変化と製作地内甚によるものもふくむと思われる。

台付円爾硯

図足硯

平揖宮出土の附脚硯はA'sの2暗に大別できるoM附血A (Fig.42)は!脱却と台部部隊と蹄脚硯 A

- を別々に作り，両審査多数の脚で結合したものである。 台部韮庄は偏平な輸であり，硯部は棟

形を作ったのちに〈ぽませて悔と外堤とを静成する。脚部は， 障を下方へひきのばしたよヲな

野の脚顕と，三角柱の岬柱とからなり，両者の間に水平な三向甑状の脚節がある。脚却と脚節

には型作りのものがあ否。硯部外而の下端近く に脚桂を睦位する。その際，醍部外面の下端に

めくらした i条の知刷、脚顕を受ける機措をもっ亡し、る。 腕部 ・脚部台部法院の三者を別刷

• Iこ作って合成するため，当然のことであるが，接合部の内血には段躍ができる。

f一一一一一 一一一-7一一一一一一一一一一一一一、
l 一一一一 一一一一一 ¥¥

¥、

o 日，--

Fig_ 42 麟抑制 A 錨尺 1/3

蹄脚硯B(P1し 55-11-13)は，硯部と脚部とを亜脱均に成形した6のである。多くの場合， 蹄脚硯 B

台部下半の外聞に粘土を分j早〈省いて安定した詰庇を形成したのち，逆三角形ないし逆台市の

通孔をえ〈りとって，三角柱状の脚柱を作り山している。この時，三角柱町内而両端を簡で削

って而を取るため!断面五向mの脚をなすものが多む、。脚柱円上V，lに型作りの脚羽と脚聞とを
$貼り付ける。脚jjJiはと手法状を呈している。皿部外耐の下端に笑椛を 2-3~決めぐ らすが， 蹄脚

凪Aの犠合とは典なり，脚頭を空ける檀能をうしなっE単なる装飾と化している。

今回の調査で出土した蹄脚脱は4点であ各CiJ-13)。すべて時脚田Bに属する破片である。

31) 似の出土地4については p.1凹 一(41)を怠附さ札口、
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台部基底は分即<.断面が逆台形をなすもの，五角形をなすもの(lりがある。前者の 1例に

は巷きつけた粘土の一部が景引事しており 2 成形方法の明暗なものC!3)がある。

《造形磁 品形t且(PL.56-!S)は，小判形の平岡をもっijI，!而の山I方によーの頭をつけた脱であるo 4脚を

もつ。脱面前端には削り 出した位によって小附貯の海を作り，粘土を貼り付けた高い内炎によ

って陛と画している。陸は全体があさい山田をなし!こ とさらに外挺は作らなむ、。烏の頭は前*

方にのび屈曲して立ちあがる顕部とそれにつづ〈顕部とからなり，頭部前原には，とさか状の

突出があるo 目は点であらわす。噛は欠けている。脚は叫跡をとどめる程度であるが三脚が残

りj いずれも断面円形のものである〈全長16.8cm，劇画長筏12.5cm，短径9.8cm 山さ約5cm)。

口形あ奇いは屯形硯は本記蓋の付〈ものであり，平揖宮6AAF区 A地区 B52地点(第22次
32) 

陶調査〕のrl'l~ 5D3410 (Fig. 1ト 2)，平披京左京八条主的遺跡〔島'g崎町や和歌山県大日山 1 • 
泊予

遺跡(Fig.43-1)などから知倒が出土Lている。

宝珠硯 宝珠山心的は， 円形に近<.1端に尖萌をもっ平商jfjを呈す。ょとによって，宝珠硯の名

でしたしまれているものである。円い花弁6情に，尖った花弁 1個をくわえた静状であって，

となりあう弁のなす凹みは 7個であ答。この硯の掘と外提とは一部をとどめるにすぎないが，

主形をほ日匁lることができる。陸はよく磨滅Lており問辺に認をとどめている。陸の周囲は海事

であるが，海との境には，わずかに突出する低い向車がめぐる。円提の上端面は内側に低い傾

斜面をなす。下面の4脚のうち脚をか:<。脚は基部を太〈先を制く作り j すべて 8角形に

面取りしている。前脚より桂脚が 5mm~:;~、ため，四企体がIlll方に低〈修斜している，平蹴官

、
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rノタ ご23:ごご二二二こここ¥

，勺

2 

，t、A

" 

o 10cm -

3 
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1和歌山県大日山1， 2平以宮$03410，3平妓女左京八条三tJj

32)努良県祭良閃:.ir.文化財研究芳 『平以宗左

京八条三tJj発偲調査概報J1976年.p. 330 
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33) 和歌山県教育安且会『近畿日励仲道和歌山線

君!蔵文化財調査報告J(和取山県文化財学術'"査
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では宝珠凪が他に 2 点出土している。 ょ のうちの l 倒(t!~22次問調在山土〉は，本倒と同箔であ

り，両者の比較によって，睦極外挺円周までが木製の抱型によったものであるζとがわか

る。臨副長f到5.4cm，悦岡龍径13.7cm，11'心部向3.0cmロ

ここで:!il脚円脱とよぶもの(17)は，筑曹器停B量と相叫l.下l削にへら切り鋲跡をとどめ， 双開円硯

・また外周に櫛を 1条めくらしている ζとなどから， rrJ~ 、平面形をも った ものと想定され否。上

而の一端を小判1移に時〈くほめて泌とし，内提はなも、。小片のため下聞に脚の脳跡はないが，

陸を水平ないし前聞に向って低〈餌刺させるためには.1";低2本の脚が必聾であったと考える。

凪而佳約 1G.5cm。似限目前3cmo

今回の制査では， 須聴器の亦B蓋の内面を叫と し (}n ~ 、た ， 杯謎似が多量H I土した ( PL . 5H 杯蓋硯

・ 10，PL. 6ゆ-57)。ここではその l倒(Ja)を，桂に報告する S](820山土の昌也土椴〈杯AI -1， 

ぬ也ニi二機37)と組み合わせてぬ臨した (CQLORPLATE )-2， I'L. 56-W;。杯盤il!は，通常，

杯B蓋と将fsとを組み合わせて使)けしたと考えられているが，ここにしめす置と杯Aとのロ怪

が合致し，両者の量白が河1ffと且られることから，組みで)刊し、られた 6のと考えられる。

K 弘容 ・墨幽土器 (PL.57-62) 

• t昌也のゐる土器や盤で絵 ・記号を鏑いた土器が. SI<820・SK870・SE715その他から 79
点出土した。 ζのうち SK820からの出土監はとりわ付多(， 40点をこえている。以下. SK 

820出土 (1-42).G地区出土 (43へ62)，D地区出土 (63......71)，U地区出土(72-75).M地区

出ニi:(16 . 77). Q地区出土(78).出土地点不明fJ(79)の聞に記述する。
【手ヵ HV・〕

1 r文通畠J.r研盤」 ・「口由渉口J. r口J. r口」飛揺〔または宝州必〉 ・山3羽.r土盤」
• (PL. 57-1.1') SK820出土の土師器四lAIa.の庇部内聞の企体を文字と粘でヲめている。

マザ"ら
1llが点々 ととひちっており.1研盤」がしめずとおり p 自をのせた皿であろう。 1)(巡巷」は梁「女翠巻」

初〉

のがi統制出した 『主選J.あるいは出初に三宇部が完成したそのi.I滑に凶辿するものとみられる。
('1"':均}

l口i市出口」の終りの「口」の左隣り直交)j川に.r見」状可決引かあり，また，桂述すl>!!手別

なibの下にも.r兵」 に叫た字がある。絵は飛虫(または主制」子文〉とibとである。 前者は 「文

事選唖」の上方にあり ， 飛~とも宝相奉文ともし、し、きれなし、。 s 状の総の右」ニの越さ込みに統い

て大きな巴状のものを描き，左方には先のまるい花弁状のものを8つ直ね，左下に先のとがっ

た集形を 1つ加えてい否。烏は3羽おり，このヲち2羽は r文週世」のお円こ，コす占島町制烏 の 絵
~) 

線で微か札，左向きと右向きの各 i 羽が向きあっている。目を点であらわし， 調の 'I~にそえた

l鈍から，桂方にiJlも、た藍本のj都銀で羽をあらわすなど，説現はこまか<.かつ巧みである。

・ しかし， 悶聞の汚れでタチバシや右の王 ーの足先は判然としなb ‘。鮮明J~!~ 1羽は密か花町左方

をまにI{'jかつて飛んでいる。前述の2羽とくらべて線心太〈或且るあらb、。タチパシを太い一

組で. uを点であらわl. 闘の桂方に細線3本を加えて羽としている。興には線を3本ずつ加

報告官邸5，1972~1-:) DY第15図.

34) SK820から11¥上した木簡には「文選ITJ-Jと

記すもの(Pし 39)が，第"次同査出土の木簡に

は.r文逃1i+大砲」と"'すものがある(r木簡級
制四Jp. 16.1:.)0 SKB20からはj 他の文逃李特

色J:を四~I し fこ木簡 ( p. 56 ， I'L.39)がある.

35) この 2 羽と I 上述の飛製〈または~相1幕〉の

点裂は.m掛鮮半瓦の対鵬文に似ている(浜田
IM1' 惚版Ãミザ rllí~耐，'m:の研究』 京都帝国大

学文学部ヨ母子l学研究報告鍔 13附，1934年，

I'L. 51-6310 日仰F総匂Hf ↑事物飢 r ~~\勿館陳列

品図挺Jm15$lt. 1剖 [:)1:'.
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えて羽を示しているが，右翼のそれは墨の汚れで消えている。足は尖っており，こ札にも躍を

付加している。底部外面には， r土盤Jの晶容がある(1')。内面のほ耳盤」と向車であろう。

‘ の絵 ， .IiI， r価J(PL. 57-2-2') SK820出土の土師器皿Ala.底部勾i1uの中央に，両揖をあげ，

脚を立ててはばた〈左向きの島1羽を描いている。灯火器に用いた桔県の〈すぶりと墨匝によ

って細部門彊型は凹らかではないが，頭には羽冠をいただき，曲形にまがるクチρ シには草花・

を〈わえている。 目は杏仁形で， 随をいれる。闘の桂方には5本の線をひいて羽とし， 左右

町田にはそれぞれ少なくとも2-'放の羽を描いてい益。右掘の上方には，飛'"ともみられる
抽写があり，下方には円い線がみえる。左右の脚はそれぞれ 1本の緯線であらわすだけで，足

先は省略している。右脚上方にも羽崎町線がある。底部外面ヰ，;とに「悩」の i字を曹((2')。

「鳥食入"J 3 r品企入国ニロ」・「品保口」 刊し 58-3. 3') SK820出土の土師僻綜 CIa~の底部内而中央傘
，，， 

に「品企入器二口J，口語部外国に右から左へ「品杯口」を時〈。品の似入れの器である己と

を記したものであろう。両者向型である。

rll鵡晴海J 4 r具眼 ・囲曲烏師J-rY.!!j . r~J， r符J (PL.:>ル-4.4') SK820出土の土師器界A血
野〉

b，の底部外面に 2瞳の盤省がある。部lは同窓で2行に密いた「探る真札Jr臨時鳥坪Jであ
~) ~) 

6。且担の酒器で酷踊係とよばれるものがあるが，ここではオウム湖町餌入れと解しておく。 事

由)，は郡 iと別草で逆方向から「君攻 .;tJ. r為道 ・金」の3文字をそれぞれ組み合せた

組合せ女字雌1'1である。 r君技を念い，主文君を企うJ，r遣を為すは金なり， 金をなすは道なり」とでも..， 
説台のか。なお，近世では前者を夫婦の離別にかかわる呪昨として用いた事虫があり，興味深

い。己の土器の底部内面中央には「坪Jの晶脅がある (4)。

5 r観J(4字〉 ・「諜J(4字)， r傷J(2'n，r1lJ(2字)，r口」 ・「口J'r口J(PL. 5-←5) • 

SK820出土の土師器皿A[aoの内面。胃密の酷月であ。。フすれて判制できないものは 「耳」

か「甚」らしb、。木扇町 l字を書き掛じて消している。

6 r協J(3字)， r口J' r口J(PL. 58-6) SK820H:，土の土肺機皿AIの底部内面。「錫」の

四引が3字艇にならぷ。右上にも 「掛」があり，この下にはりき損じたためか「描」を過で消

している。中央町「同」の左方から，別の字のハネがのびてきている。 5と同継であろフ。.

「人 事J 7 r人郁J(PL純一7) SK820出土の土師器蝿Cの底部内冊。 「人」の字から上を欠損し

ておりさらに上に字があったか否かは不明である。
【r~ 1> J
8 r白1(3字〉 ・「口j(8字) (PL.58-8) SK820出土の土師器停CIa.の底部内面。

36)正倉院文谷正集巻3の園地司解く天平17年4

月161"1)に，r巾:If直了井正3析般事」以下，孔
雀.1¥の飢についての記S震があり(r大日本古女
也』郷2{i!. 1曲l年.pp. 399)，禽獣は，百内

布団池司が司っている。

37) ~という名の食刈の業があり，これを縁って

入れる船とも解釈できる.しかし rII!\総í~*J

と同筆であることからはこの解釈はできなも、.

38) r働焔婦状如覆杯玖如白頭向其阪税似rJhliMl:
以為名Jcrm州S冬物日t，J)，r晋既成直活注目
開滋i怠~!使段溢等処約係J( r大平御覧』 巻759).

なお， r御堂岡白記』克弘7年正月 15日英書に
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「竹議上;>illl!l御酒djJの配・ib;FbJる cr大日本

古記i;Jp. 42)0 

39) r続日本紀』天平4年5月反中条に新羅から
オウムがおくられたといフ配般があo.r日本
也紀』には大化3年12月粂，天武14王手5月半未

条に新樹オウム献納の記事がみえ，斉明 211"9 

月条には，百済からオウムをもちがった記事が

ある.さらに 『鋭日本後記』には，承和14年9

月炭E粂に，入唐僧がオウムを献じたという記

*tJ、l;o.

40) 勝海一夫「古代の悦也とその遺物J(r帝塚山

考古学』第 1IJ. 1968年).
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百奮の破片であ<10 r杓」に倒た3文字と直史方向に置いた8主字は，いずれも書いた桂に盈

で消している。内面にも血痕が i箇所ある。

9 r艶J 81<820出土の盟国世招 I群土器綜sIl誼の内fflj。副とし亡m_、たものか，中央に 「 桑 」
品が広〈付も、ており，多数の習自のうち「鼻」のみがよめる。

1"治】
・ 10 r者」 ー「可J. r也」何千〉 ・「為J. r古」・「同1・「研J(2す〉 ・「苧J・「ロJ• r結J(乱 闘

10) 8K820出土の須思器開I昨土熔杯B皿盟の内面。岨としてNh、ているため，中央の怪的 7

，mの範囲は踏滅し，盛がついている。官邸であるが.r為」のみを1;i.智で，他は精密で由〈。
なお，この土俸は蓋のつまみがとれた後も皿として用いており，割れ目にも畠がついている。

11 r惜別 (PL.5ト l!) 8K820出土の土師器鉢Bの口融制
... 12 f:共J(l・L.5与ー12) 8K820出土の額四器部E群土様JllLs[藍の外ifijに大きく砲し、てある。

13 r伴」・「大J.r美J( 2字)(PL. 5ト 13) 5K820出土の土師器皿AUb，の底部外面。中央に

「作」・「大」があり，その左と下方に「盟」がある。灯火器;と Lてaltlしても、る。
【遜.)

14 r口J(I'L. 5らー14) 5K820出土。苦υ担保問I群土博のmLBI晶司郡部内向。字円上にはさ

らに 2-3圃あるらしいが判院できなb、。

• 15 r菓J(I'L. 5ト 15) 5K820出土の型車器科AI-lの底部外岡中央に酌、てあ否。

16 r口口J(PL. 5与一16) SK820出土の割車保杯Aillの底部外面。土の文字は「大」あるも、

は[丈」であろうが，左半を欠〈。 ートの文字の左半は「戸」に似たものの下に「去」・「ム」状

円安現を書き加えており，右半はrl' JないしrlJJであ00内面全体に畠がついている。
山 lr1"111 
17 r口口J(PL. 5ト 17) SK820出土の土師桝 CJatの底部外而。上の文字は右上日きa

• r天Jともよめる。
I化方〕
18 rロム 「陀J( 2 ~j:) (I'L. 5~ー111) 5K820出土の須聴器停B蓋の小破片。内面には人届

に「ヒJ状の9与を暫〈。外商には「陀J2字と別字の上端とがあるo習曾であ否。

19 r口J(1'1. 5ト 19) SK82C出土の""'辺機停BNの底部外而。 「日」に似苔が下半を火〈。

20 r日口J(I'L. 5~ト20) 5K820出土の鉱山崎係Aの底部外国。下町文字は「知」に似ても、

' るが下半を欠いている。

!備等」

「菓 」

21 r戒J(PI... 59-21) 5K820出土の土師出肌Ala.のIJ融制l内面。この士字の下には艇闘の「 戒 」

*"と，それをかこむように'J、判型のものをf怖いている。文字を消すためのものか。

22 f百i{FLsト n町) s肌K8田悶2却0出土円賓鋭1理盟弼 1群停削B副1韮の内而恥。
おり札'その問聞に文字を串いている。 r毛」の下eにこは列点 5制 r.....Jを拙<0。
・ 23 r木口J(1'1. 5ト 23) 8K820出土の土師器綜AlaQのJ.J縁部外而o I首位置に「本」を!~

き，その下にも損がつづいてい否が，不鮮明で判証できなも、ロ

24 記号ふうの山線 (PL.5トー-24)5K820出土の土師総皿lA1のロ縁部内問。 円 木事官 ・

S形を鏑いている。
【τ3・1
25 r口J(I'L. 5'トー.25) 5K820出土の土師催回Alc.の厳1奇妙H1'j。
【訓，.】

・ 26 r口J(PL. 59-26) 5K820附土の土師器係CIa.の底部外間。字の上端と中央部を欠鍋L

ている。

27 r口J(I'L. 59-27) 5K820出土の須聴器串 I群土紛例'A回一2の底部外因。[ウ」涯の下
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に rマJ状町三子を由〈が判読できなb、。この土i躍は灯火器告として用いている。
「 奈 J 28 r衆」 ・「口」・「帯JCPL. 5!トー-28) SK820出土の土師器皿A[の口融部内而。国自の小破片

である。 n条J3宇であろつが!中の平は出で抹刑しているため判説できなu、。
29 r口J• r析J(PL. 5ト 29) SK820出土の土師器停か血の底部外国。 「析」は下半を火〈

が，上半は「北」に似ている。 .

30 r成J SK820出土の土師器杯Ala.のロ縁部外而。欠損のため前桂の続きは不明である。

31 r弁J SK820出土の土師器皿Ala.の口揖部外面。

32 r -J SK820出土の調理器杯AIVの口縁部外凶に績位置で書も、てb、る。

沼市ifPL Sト悶) 印刷出土の土師細か即時部外面。「買」あるいは 「大」状
の文字を横位世に暫くがJ 上端をょに〈。

34 r口J 5K82O 凶土の土師器停か皿の底部外耐。習自の 剖のようであるが，拙約Lてb、

ることと小碓片のため判説できなも、。

35 r乃J SK820出土の須恵儀停Al-1の口融都内面。底部内部を硯として用し、，Il器部下半

以下に型が付罰する。上半に「乃Jをはじめ酬も、幽線を由いている。

36 fち:J5K由O出土の調車棚田群土酬s[の陸部外因。土厨であるが右半を判。
37 rOJ (PL. 5ト→7) SK820出土の調車関皿CIの庇刊l外出。火だすきが rXJ状に主主L

た内側にう す出で不亜門を仙、、たものである。火だすきを宮識蛸に利用したものか。

38 rOJ SK820出土の須理器拡E群土様停AInの底部外国に直佳2.5cmの不亜門を抽〈。

39 r........J 5K82O /ij土の調理器杯Aillの底部外面。主!結していないが円を描〈つもりか。

• 

司酔

40 r"J・調融 SK8z0出土の土師器体CIaoの底部外面。佳的6='の円を術伽たらしも、。 $

円弧に，刻線による円弧の 部が重置したものであるが，!;:.損のため原形はわからなし、。

41 r日J 8K82O出土の額出器何仇ト2の庇刊l外国中央。記号ふうのものである。

42 円状λ!f線欽射状l江線 (Pし 田→2)SK820tu土の組理様車 I群土総肌sIのほil11外ifu。

企体の拍 113大の酷Jlである。出!主によって在的 16cmの円と3直線を描いたものであろう。

直線は円町小心で史文して，円をほぼ6等分するらしb、。なお，この肱身叫ん1線は桂述ずる剖・

銘文と関連する可能性もある。

彊弁の絵 43 謹弁か (I'L 白→3) SK2113出土の土師磁椀A目。底部外面の全体に遮弁5弁を描b、た

もののようであるが，火担のため2弁分しか聾らなb、。;方端には絞花状のきりこみがゐり，き

りこみの内側には北野町辺国がある。:弁の北端側にも同組の表現を加えたらしし文慨を削り

出している。 ζの土協の内面は全体に盛が付い亡いる。

44 I口J (l'L 曲-H) SK21日出土のまim総杯s/盤町内面。左半は「舌」に似o，右半

は/[Jjか r'Jであろう 0

45 墨出 SK2113出土の上師器停か皿の底部内面。 2カ所に離れて晶闘がある。

46 rOJ (PL 砕-46) SK21日出土町土師棒嗣、血の底部外面中央。記号か。

同酔

47 1口木J (札 6←47) SK2101出土の t師球係Clb，円底部内面。あ0¥、は「堕」か。 ・

r Jk J4Sf東J (PL. Gト 48) SK2101出土の割理部停A[の口縁部外面に横位置で世<， r京」

のすく上から欠抗しており，さらに上にも文字があったかもしれなし、。
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49 r音J(PL. 60-'19) SK2101出土の調理器杯B亜の円而。
50 r口」 ・「口J(PL 曲一坤) SK2101出土の須恵穆綜BV藍の外而。i¥!として周u、たも
のか，内回全体に描がつ〈。先のへった輩で散文字曹いているが判説できなL、。

日 「口J SK2101出土の罰理器綜BI1-2の底部外国。

52r口」 SK2101出土の調理器杯sNの底部外国。

53 f白島」 (PL 曲-53) SK2102出土の罰聴器杯sII置の外岡。
54 r口J 802110出土の須臨機皿Cの底部外面。

55 r沙問J(PL 曲ー55) 802110 (または S02126)HI土の罰瑠俄停AlIIの底部外面。
l'l!f>J[D吋
56 r口口J(PL. 6Q----.56) 802110 (または 8D2126)IlUの割山部停Aの底部外面。

・ 57r:f1"J他 (PL.GCトー57) G地区R28地点11高槻色土出土の創出!J:';-w， 1昨土昨綜B皿蓋の円
由。凪として用い!内面中央の在約70mの範聞に品が付〈。その同聞に盟主文字告書いてい。。

58 r粥」 ・「九J(PL 印-58) G地区028地点包古~111上の割型機即 I 昨土熔皿ß1の底

部外面。雌れて2文字を官〈が一連のものか。

59 r歌J(PL曲-59) G地区N211J也点灰栂色土出土の書I哩総郎ANの庄司l外国0

・ 60r口J(PL. 60-咽) G地区間l地点、出土の割臨時停B1の底部外国。

「妥 盤J

61 r口口J G地区L31灰裕色土出土円割理器綜sIIの庇部外而。過がうずく判読しに〈い「大 陸Jか
が，上の文字は「大J.下の文字は「膳」か。

山 1

62 r口J'["ロj(PL 時一62) G地区L32地点陥樹色土山土の須止H也事事nmの底部外面。欠
損のため. r口」のは努は完。凪部がなb、。この等:の右方に rlilJらしい文字があるが，墨が

・ うすくて判読できなも、。

63 r内出盛所J(PL 仮ト (3) SK870H¥土内須思松盤Aの口縁部外I耐に掛位世で留し内裏 「内裏盛所J
措所とは，すなわち怯論するよ?に，内悦司とl対辿をもっ配膳宝に所属する開であ各ことを記

したものであろう。

64 r勃:J(1'L. 60-6 SK870/t'，土の土自Ii出lIIlAfICoの底間外f{Jjo

• 65 f;;J (1'1. 庇ト65) SK870出土の土師器腕Cの底的外而I。

日 f古j〈FL 曲一同 SKB7Q出土の項目器杯sllの庇部外1m。

67 r出J(PL. 6(ト67) SK87Q出土の朝恵器杯Bnの底部外出。

68 r口」 SK870出土の須車線杯Bll蓋の内面。胤として用い，明記Jが多量ある。

69 raJ (I'L 曲一日1) SK870出土の土師器皿Asb，の庇部外miorOJと r+Jを組み

・合わせた配号ふうの岩田である。

70 r 'iP J (I'L 曲一-70)
辿ねた記号である。

SK870出土円割聴器杯BNの底部外uiIo 円ないし的門を計3つ

7I r!O太郎」・IIX女取不得若取若宮五十J (I'L. 61-71) 井戸 SE715山土の土師器「限大邸J
係削Cιの外而。口持部下端に fl盟J.ひきつづいて腹部に「大郎」を出<，口組部外面には，

・これと別に底部側から口韓部聞に向って. r欽女取るを1{Jd'れ，若し取らば管五十とする」 を
3行にわけて曾〈。

7z r宵人J(PL. 61-72) U地区 P37地点合民周出土の須辺保杯II皿の底部外而。
73 f!JlJ (I'L. 61-73) 弁戸SE715出土の土師桜杯Al1c，の応部外出。
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74 r阿J(PL. 61-74) SB805 の北列車部 2 柱品取穴出土の須恵器何~ ßII の底部外面。

75 r上J(PL. 61-75) U地区M56地点土器澗111土の須理器置Eの底部外回。

76 r大口口」 ・「前jfPL6日 6) M地区SE2278出土の翻掛川 町底部外面。 前
3文字と桂2文字を 2行にわけて串〈。最挫の文字は門構えの下半を欠いてい各o
【飾竹

77 rロJ(PL. 61-77) SE2278の土師器開Allaoのロ縁部外而下半に繍位置で官<0 • 

r寄 食J78 r斎食J(PL. 61-78) Q地区F77地点出土の調理器停AITの底部外面。
79 r万呂」ほか (PL.61-79) 山土地点不聞の土聞旅皿削避の 内外国に 多散の文サーを四
・したものである。 内面の「万呂」のみがかろうじて判読できる。

L 箆主主 ・刻Ul函土保 (PL，田〕

盟書土器が5点ある5。盟による記号をもっ土器3l，(，銑成後に文字を剖んだ土器1点，世成 e

控に針先で絵闘を描いた土器が l 点であ ~。

80 r鴨方J(PL. 62-80) D地区D19地点凶土の須恕器宜の体部外而下半に，器而がまだ
やわらかい段階で，毘奮したものである。踊の右端がわずかにのこっているが，タ;損のため，

上の文字の事および，下町文字の踊はわからなb、。

81 r悶J(81) G地区R27地点附ぬ色土出土の担聴器杯BllI輩の外国1'11:9-と近〈に，充分に・
乾雌した誼階で苗〈。つまみとの位置関係から，下に刷の文字が続〈可能世もある。

82 r-I日J(飽〉 SK2101出土の調理保理Aの口融部内田に，時3面がまだやわらかい段階で

描いたものであ否。

「 等 J83 r寺'J (曲〉 SK2102出土の罰国器鉢Aの底部外国。焼成佳に，針織のもので. r守」
を刻み，墨の円でかこんでいる。 乙の土器は，蝉成良肝堅鰍であって，硬い鼎而に字を剖むこ キ

とは容品ではなく，阿回心置ねて線をひいており，この勢い余った総が，それぞれのせー函から

はみだしてEびている。

品 人物商 品人物回 (叫 SK870出土の土削機の杯か皿の出部内Id。蛇成世に針先で人物と山岳描
〈。人物は頭部をか:くが，上着 ズボンを着用~.省を胆〈。手は三本指であらわしている。

人物の左方の1.¥睦は SK820出土の品出品粧と同織に羽をひろげて飛期している構図である。 ・

人物の下方にも一部副総がみえ否が即形はわからなし、。

M 刻線文土器類 (PL.62-85師， Tab. 9) 

焼成後に施 土師様の杯 ・血 目腕には，曲成後!日J耐に剖線文をほどこしたものが31点あ00このうち23
した刻磁文

点は SK820出土，盛る 8点は SK87仏 SK2101ほかの出土品であ否。剤線文の実倒を総種別

に世えると，杯Aが11例! 綜c.腕A・腕Dがそれぞ札3醐， 皿Aと腕cがそれぞれ2倒.

係IIとその蓋とがそれぞれi倒となっておりa 杯Aの酬庄が最も?，'lj~、。剖線を抽〈部位では，

底部の外面のみにほどこしたものが最も多 01冊を占める。しかし内外両面にほどこしたもの

(2例)，内面のみのもの (5倒)もある。訓棋士の祖矧には 2本の韓を十文字に吏買させた

もの 2線を十文字に交買させて生じたそれぞれの区画に! 短線を加えて 出状をていするも

の 2線と l線とを「キJ'i'状 に交宜させたもの，線を吏買させて 『米」字状を呈するも専

の 4線 ・3組を格子状に主主させたものがある。また，大きな円弧を鋤いたとみられるもの

〈虫歯土~40) (，ある。これらのうち，円弧を描いたとみられるものには晶で円も描いている。
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品点で放射線と門とを描いた費剖〈墨書 ffi画土訟42)は，この剖線士と関連するのかも知れな

い，なお，剖鍍士をもっ土器の i剖は，灯火用にもJfl'、られている。

N 灯火器 (Tab.10) 

抽をいれ芯をさして火をともすのに胤いた土器，すなわち灯火器fは多散存荘する。その器曲

・別の個体置は苫示のとおりであって，土師田町田や皿八111を佐m-nl場合が多<.とくに法量
の小さいものに県中している。罰恕器の湯什も，慨して，小型の何'11iをiJI:う師向があ否。

Z予 HI I飢 (~ {梓

l 判、̂ 1:10 氏自l内面 守P

2 杯^1 1I~ ほ郊外而 よ〈

3 杯A11 b， " 戸、
4 軒、AD '" " さ求ト
5 杯^n b， 陸部内而 +-
6 杯^g b， 版 都 外面 £者

? 杯A困0， " λ 
8 杯AMa， " 司、
9 
杯A"'" 

H X 

!o 杯C1 .. " 、「
11 相;c1匂 " 手企ご

12 j.1:C 1 a. " 「

" 皿^1 c. 
1.1>>閣内山. 4係与 51¥:820 

1-1 H'̂ か皿A 底部内面 ，< 

15 杯Aか血A ほ郊外而

16 杯A培、D1l̂ " -} 
17 悩^u C~ " 持
1s 純C 底部内面 〉く

19 l'<iic nH;'m内而
20 1古jD 庇 j~; I '~ 肋I ラK

底部外I師 帯z

2i 純J) 氏郊外而 "t 
22 拘D 。 .x、

23 Wls " 

'" 
押11目 底部内而 入

S K2101 
25 杯11D混 lJi ~~í 内而i

" 杯AI'"
底部内面 民ト

27 腕^I C~ "郊外国 片 SK2113 

26 腕/¥1 c， 。 普

29 0'.1.0¥ 1 bo 肱諸外面 λ 

30 Ifか皿 民部内面 ?千L S K8iO 

民 間外 !ili 非

31 -l1:A [Ct 氏郊外而 l' SF.715 

Tab. 9 刻線文土器-fi
制〉 似の111:1他点ー覧 (p.101怠限)

!は6AAij区U地区 K49地白， 21:t6ABB区c
地区 189 地点， 31ま 6.0\ /\0区 G地区 H27 地，'.~.i.

4は6̂ n̂lKu地区N49地点， 5は6AABf玄
U地gP49池山， 6は 6AAO区MI也区 P.::;2J血

札 7は6AAO区C地医 MIB地内， 10は6AAB

阪UI色まp3s地J11でおのおの11¥ゴした。

追 1昨 土器 器 !li 個体数 % 

土陥l器
料^" 

3 6.B 

杯AIII 4 9.1 

綜CI 8 18.2 

ml.A 1 1 2.3 

ITIlAn 1 2.3 

皿C 2.3 

腕c 4 9.1 

SK8加 須山訟 +f.A[ 2.3 

#All 2 4.5 

杯^" 11 24.9 

杯^" 4 9.1 

tfB 1 1.3 

判;s fJ 2.3 

何'c 2 4.5 

合計 H 11臥 O

土的器 相;A1 10.0 

杯AD 10.0 

何;c! 10.0 

lllLA s 10.0 

S K21DI 附A" 10.0 

不明 10.0 

~Uι器 綜̂ ， 10.0 

何'A 3 30.0 

合 SI !o 100.0 

体AI 2.2 

立n^1 2 4.4 

mlA D !o 22.2 
SK21l3 土師iiI 倒AI 27 曲 o

悩c 5 11. I 

合 計 45 99.9 

土師船 綜AI 8.3 

阪IAD 8.3 

倒AI 4 33.3 

S K870 須恐慌 不明1 4 33.3 

将;B n 8.3 

杯C 8.3 

合計 12 99.8 

S E212s 凶l i ll:~ | 相;Al|
合計 100 

Tab. 10 灯火探 E 
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O 植 輪(1ロg.44) 

市陛古境周議埋土から少量〈整理箱2杯引、ど〉の椋紛がIU土した。小破片が多も、。

門筒埴鎗 円筒績給の多くは切l出色秋r;:で，黒斑をもつものもある。 :it形をN原的に記述すあと，日さ

的50cm，厚手(原さ1.5cm)で!口融部がiiH大((l1f歪32cm)，しだいに制くなって服部にいた

る(峰経団~23<;m)。タガ 3 条をめ くらす円筒r~倫に通有のように， タガ第 1-部 2 糸問の円形 e

逓L孔と部 2.......tt!3条問と通し孔とは，直空方向をなしている。外面的ハケメは，縦(陸部側か

ら日縁部側へ〉にほどこした桂，備 (ロ緑認側から僻慢して右同り)方向につけている。艇，、ケ メ

はせまい(幅4.4cm)が閥ハケメIi広 (CRcm以上)，タガとタガとの問を l回の間作でほどこ し

ており，その上 ・下端は，タプfをめくらす限に間されている。内而には下半に縦，上半に刺の

ハケメをつけ，部分的にそれをなでけしている。ほかに，焼きの悪い須恵器に似た質~をもっ令

官灰色匝賀町円筒縫備もある。 これは艇ハケメのみであるなど調整はあらも、。

朝綴形纏磁 場'11ìJ{形円前t直輸は，小Jrながら技法の!.，でI~，ふつうの円筒埴柚と 致する。形並埴槍には

形象埴・a(lIJ:JII~ (Fig“2)，円住JTtのl端市をととのえた不明品 CI )，部. *と推定されあ削Jh~、あ否。。
ili雌古墳に雨接する5神間野古墳の犠輸は，より大型〈口径約 40問。で器壁務((J cm)， 背

灰色匝!1の実聞もまた調整があらくないなど，やや奥Ttの特聞をそなえている。比較fi料とし・

" 神明野平 てより適当なのは，ウワナベ古墳府軍の平犀 1・2号噴の椋給であって，両者は同じ技法の系
壊との比破

刊の中でとらえることができ否。 そして挫法からみてj 319f噴のIj(j輔の相対年代は，市出古

墳1 平車l号墳 ・同2号墳の願になるものと;!!定できる。
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Fig“i!i路前mの祖愉 締尺 1/5
1) r平易長官報告IiJp.29， r午線1972Jpp. 26. 2) r平斌官報告¥1Jpp. 118， pp.122， PL.J07-j曲.
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